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「砂すな川がわ、久しぶり～」

　繁華街の待ち合わせスポット。私──砂川真ま波なみもその中心で待ち人の姿を探していると、相変わらず派手な装いの友人が現れた。ベージュのショートコートにパープルのカラーパンツという、私としては思い切った格好が霞むな、と頭の片隅で思う。

　彼も私の姿を見つけると、名前を呼んで大きく手を振ってくる。

「大おお坂さかくん、久しぶり」

　待ち合わせの相手である大坂くんは、大学時代の同期。卒業後も年に数回程度は連絡を取っており、たまに思い出しては他の同期と一緒に飲みに行く仲だ。

　金に近い茶色に染めた髪と、顔面いっぱいの笑みが示すように、明るく豪快かつ人懐っこい彼は男女問わず友人が多い。

　私にとっての彼も古い友人のひとりであり、異性として意識することはまったくない。きっと大坂くんも同じように思っているから続いている関係なのだろう。

「アイツが仕事終わらないって話で、代わりのメンツ連れてくるって言ったじゃん」

「うん」

　今夜は私、大坂くん、同じく同期の男の子の三人で飲む予定だった。本当はもう何人かいたのだけれど、年末のこの時期はどこの企業もバタバタで、少しずつ人数が減っていった。彼も最終的には仕事を抜けられなくなったみたいだ。

　さすがにサシ飲みというのは微妙だし、大坂くんが誰かひとり別の知り合いを手配してくれるということだったのだけど──

「ってわけで、はいっ！　代打の宇う津つ見みくんでっす！」

　大坂くんが高らかに宣言すると、雑踏から彼よりも頭ひとつくらい背の高い人影が歩み出てきた。

「っ……」

　──その瞬間、長らく塞がっていた傷が、ぱくっと開く音がした。

　昔よりもずいぶん大人っぽくなっているし、マッシュショートの髪形や、ステンカラーコートの下のパリッとしたスーツ姿もこなれていてあか抜けた印象があるけれど、優しげに弧を描く眉や、一重の目に高い鼻のクールな雰囲気は変わらない。

　彼が宇津見響ひび生きであると、一目見てすぐにわかった。

　響生のほうも、まさか私がこの場にいるとは想像していなかったのだろう。こちらを見て小さく「あ」と発して、固まっている。

　約二メートルの距離を挟み、まるでストップモーションがかかったみたいになる。その空気を壊すように、大坂くんが大げさに笑った。

「お前らウケる。久々に会っても息ぴったりだな」

　ひとしきり笑ったあと、大坂くんは響生の肩をぽんと叩いて、それから私に向かって明るく諭すみたいに言った。

「昔はいろいろあったけど、時効ってことでもういいっしょ。お互い大人になったもんな」

「…………」

　大学を卒業してから七年経つ。イコール、私が響生と会わなくなってからの期間だ。

「──いちどは好き合った仲なんだろ。これを機にまた飲みに行ったりしよーぜ」

　大坂くんの台詞に、響生はちょっと困った表情をしている。多分、私も同じ顔をしているのだろう。




　大学生のころ、私と響生は付き合っていた。

　彼との馴れ初めは、授業が同じだったこと。その時間、響生はいつも大坂くんとふたりで私のすぐ前の席に座っていた。

　出席さえしていれば単位が取れると評判の講義だったので、寝ている学生が半分くらいいたと思う。大坂くんも、講師が学生の受講態度に言及しない、おとなしい先生であるのをいいことに、講義が始まってすぐに突っ伏して寝ていた。

　このころ、私はまだ大坂くんとも響生とも接点がなかったけれど、金髪にして目立っていた大坂くんの存在は把握していたし、その大坂くんと行動を共にしていた響生のことも知っていた。

　声も態度も大きい大坂くんに比べ、響生はあまり目立たずに地味だったけれど、よく見るととても整った顔をしていることに気付いてからは、自然と彼を目で追っていたかもしれない。以来、彼は気になる存在だった。

　話してみたいけど、響生の親友である大坂くんの周りには派手なイメージの人たちも多く、地味子である私は近寄りにくかった。

　──宇津見くんとかかわれる機会があったらなぁ。

　講義中、彼らのうしろでぼんやりそんなことを考えながら、黒板の内容をノートに書き写していた。いるだけで単位になるのはわかっているけれど、せっかく講義を受けるのであれば、きちんと内容を理解したい。

『すみません』

　すると突然──黒板を見つめる私の視界に、こちらを振り返る響生の、ちょっとすまなそうな顔が映った。その人が、ひそひそ声で話しかけてくる。

『はっ、はい』

『シャーペン持ってます？　なければ、ボールペンとかでもいいんですけど』

『あります、シャーペン』

　きっとノートを取ろうとして筆記用具を忘れたことに気付いたのだろう。

　まさか彼が話しかけてくれるとは思っていなくて、私はかなり動揺していたと思う。いつもなら難なく開けられるペンケースのジッパーに苦戦しつつ、シャーペンを取り出して彼に手渡す。

『……にゃにゃりーぬ』

　シャーペンを受け取った響生が小さくつぶやいた。

　シャーペンのヘッドにはかわいらしいトラ猫の頭がくっついている。耳に黒いリボンのついたこの猫はにゃにゃりーぬと言い、当時巷で人気だったゆるキャラだ。曲線の多いフォルムと、眺めているとほっこりする表情が愛らしい。

　精神的につらかった受験期、にゃにゃりーぬの文房具に励まされ、癒された私にとっては大のお気に入りだけど、男性の彼がこれで板書をするのは抵抗があるのかもしれない。

『あ……ごめんなさい、こっち使います？』

　すかさず自分が使っているシャーペンを差し出した。コンビニにも売っていそうな、至ってシンプルな白いそれ。

　ところが、響生は微かに笑い、首を横に振った。

『いや、こっちでいいです。僕、好きなんで』

『かわいいですよね』

　自分の好きなものを肯定されるのはうれしい。思わぬリアクションを受け、私はつい食い気味に言った。

『うん。イラスト展行っちゃったくらい』

『えっ、私もっ』

　にゃにゃりーぬはその人気ぶりから、イラスト展が開催されていたこともあった。

　──まさかこの人も行っていたとは。

　私たちは講義中にもかかわらず、イラスト展の感想や、にゃにゃりーぬを知ったきっかけを語り合った。途中、うしろ向きでは話しにくいからといって、響生は私の真横に席を移動してきた。

　彼にはちょっと年の離れた妹さんがいるらしい。最初、にゃにゃりーぬにハマったのはその妹さんで、グッズを買ってきてあげたりしているうちに、彼自身もかわいいと感じるようになったのだとか。

『あまり他人には言えないけどね』と笑う響生の横顔はやっぱりカッコよくて……話に頷きながら見惚れてしまっていた。

『ごめん、まだ名前言ってなかったよね。僕、宇津見響生』

『私、砂川真波です』

『砂川さんね』

　名前を呼んでもらえて、ドキッと胸が高鳴る。

『──ていうか、同じ一年でしょ？　タメ語にしてよ。僕もなんか緊張する』

『そ、そうだよね』

　確かに、一年生同士なのに敬語は仰々しいか。

『よろしくね、宇津見くん』

『うん。こちらこそ』

　心がぽかぽかしてくるような、ふわっとした笑顔が心地よい。

　──私のことを知ってもらえて、名前まで覚えてくれた。

　それだけで、その日の私は有頂天だったのだけれど……しばらくして私は彼に下の名前で呼ばれるうえ、約半年の友人関係を経たのち、お付き合いを始めるのだ。




　そんなことを思い出しているうちに、幹事の大坂くんが予約してくれていた多国籍居酒屋に到着した。

　エントランスは暖色の間接照明がいくつか点っており落ち着いた雰囲気。けれど、金曜の夜であることも手伝ってか、それぞれの席が半個室となっている店内は賑やかだ。仕切り板越しに楽しそうな笑い声が聞こえてくる。

　四人掛けのテーブル席に大坂くんと響生が並んで座り、私は大坂くんの正面に腰を下ろす。

「それじゃ、お疲れーい。久しぶりっす～」

「……お疲れさま、久しぶり！」

　無理やりテンションを上げて私が言うと、響生もそれに合わせるみたいにして口を開いた。

「…………久しぶり」

　かちん、と三つのビールジョッキが音を立ててぶつかった。

　号令をかけた大坂くんは明るく晴れ晴れとした表情だけど──響生と私は、同じとはいかない。ジョッキのビールを一杯飲み干さんばかりの勢いの大坂くんに対し、私たちはほんの少し口をつける程度だ。

「昔はさ、たまに三人で飲んだよな。授業のあととか」

「……そうだね」

　大坂くんに相槌を打ちながら、当時のことが頭を過った。あのころ、時間だけは無限にある気がして、授業のあとはよく他の同期とも一緒にお茶したり、飲みに行くことが多かった。

　……彼氏だった響生とは、特に。

　当時を思い出すみたいに遠くを見ながら、大坂くんがほーっと息を吐く。

「……あれから七年？　八年？　経ってるわけだし、俺らも年取るはずだよな～」

「年取るとか言わないでよ。まだ二十代だし」

「とはいえもうアラサーじゃん。砂川なんてさ、昔は甘い酒しか飲まなかったのに……すっかりビールが飲めるようになっちゃって」

「まぁ、大学生のころはね」

　お酒を覚えたてのころは、アルコール度数の低い、飲みやすいカクテルを好んで飲んでいた。苦いだけだったビールのよさに気付けたのは、大人になった証拠なのだろうか。

「確かに、ビール飲んでる砂川は新鮮かも。カルーアミルクとかのイメージ」

「だろ」

　大坂くんの言葉に頷く響生の台詞に、さりげなく傷ついた。

　響生の口から『砂川』なんて他人行儀な呼び方を、それこそかなり久しぶりに聞いた。

　彼氏彼女じゃなくなってしばらく経つものだから、一線引かれたわけだ。付き合う前の親しい間柄のときにはすでに『真波』と呼んでいたくせに。

　わざわざ距離を開けられた気がして……ちょっと、面白くない。

「宇津見くんだってビールよりもサワー系のイメージだな」

　ならば、と私も対抗するみたいに、彼を苗字で呼ぶことにする。

「そう？」

　『宇津見くん』なんて、自分で呼んでいても変な感じがするのに、響生は顔色ひとつ変えやしなかった。彼にとって私はただの元カノでしかないのだろう。

　ならそれで構わない。私も同じように接するだけだ。

「うん。さっぱりしてて好きって言ってた記憶ある」

　響生こそビールを飲んでいるイメージはなかった。レモンサワーとか、グレープフルーツサワーとか。そういうものを選んでいた記憶がある。

「社会人の最初の一杯は、ビールってことが多いだろ」

「まあそうだねー。大人になったねぇ、お互い」

　私がそう言いながら笑うと、響生も「そうだね」と言って笑う。

　大学の同期として割り切って接すると決めたら、意外と普通に会話することができた。

　……よかった。少なくとも、気まずくてどうしたらいいかわからない、なんてことにはならなさそうだ。私は安心してもうひと口ビールを飲んだ。

「──大坂くんと宇津見くんは、けっこう連絡取ってるの？」

「それがさー、聞いてよ砂川。卒業してしばらくは音信不通だったんだよ、コイツ。連絡してもことごとく無視されて。どーせ連絡取って飲みに行こうってことになったら、元カノと顔合わせることになるんじゃないかって気にしてたんだろ？」

　にやっと笑う大坂くんの言葉に、ビールを飲んでいた響生が少しむせる。

「響生は考え過ぎなんだよ。お前らが別れて何年経ってると思ってんの？　もうさ、そんなのいい思い出～にしかなってないわけ。気まずい～とかないわけ。わかる？」

　おしぼりで口元を拭う響生に、大坂くんがさらに追い打ちをかけた。響生は、バツが悪そうにやや俯く。

「……別に、そんなんじゃないよ。仕事覚えたてで忙しかったし」

「ふーん。どうだかねー。……まっ、てわけで最近はちょこちょこ連絡取ってるよ」

　言いながら、大坂くんが私をちらりと見て笑う。

　──そっか。大学を卒業して響生と会う機会がまったくなかったのは、響生が私の存在を意識して、同期の仲間とのかかわりを絶っていたからなんだ。

　もしかして気を使わせてしまっていたかな。……昔から、彼は他人のことをよく見ているし、よく気が回る人だったから、私が気まずい思いをせずに共通の仲間と会えるようにわざとそうしてくれていたのかも。響生の性格ならあり得そうだ。

　……なんだか、申し訳ない。

「宇津見くんはさ、今どういう仕事してるんだっけ」

　ならば余計に、過去のことは忘れて接することに務めなければいけない気がした。

　就活のころにはすでにかかわりを持たなくなっていたから、卒業後の彼がどんな生活をしているのかを知らなかった。

「人材紹介会社の営業部にいるよ」

「えっ、そうなんだ」

　意図せず一オクターブ高い声が出た。

「私も、年明けからそういう仕事するんだ」

　意外な偶然に、ちょっとはしゃいだようなテンションになってしまう。早口になるのを堪えながら続けた。

「──今の会社でちょっと人間関係に悩んで。で、久しぶりに会った高校の先輩に相談したら、『そしたらうちの会社に来なよ』って。ちょうど営業部で一人産休に入る人がいて、探してたみたいなんだよね」

　寝具メーカーの営業として働いていた私は、それなりの成績を残していたものの、異動でやってきた直属の上司との相性が合わずに悩んでいた。そんなことをポロっと口にしたら、新しい職場を紹介されたわけだ。

　人材紹介の業界自体は初めてだけど、二十代もそろそろ終わってしまうし、新しいことにチャレンジしたいと思った。三回にわたる面接の結果、見事採用。新年に合わせ、まさに心機一転となりそうだ。

「同業種かー。話が合いそうでうらやましいわ～」

　大阪くんが頬杖をつき、わざとらしくため息を吐いた。

「大坂くんはやっぱり、この先もずっとアパレル？」

「そ。俺、店舗に立ってお客様対応してるほうが性に合ってるからさ。相変わらず楽しくやってますよ～。転職予定も今のとこないしね」

　顎に添えていた手をひらりと振って、大坂くんが笑う。

　彼は卒業後からずっと、アパレルブランドのショップで働いている。お兄系ブランドというくくりになるらしく、今日の服装は白いモッズコートにブラックデニム。他人とは少し違った装いに魅力を感じるのだと、以前話していたっけ。

「あ、砂川、ちなみにこんど入るのはなんて会社？」

　メニュー表から、大坂くんが張り切ってチョイスしてくれたおつまみが次々に届く。最後にスキレットに入ったアヒージョが置かれたタイミングで、響生が私に訊ねてくる。

「──あ、いや。紹介会社もいろいろあるけど、僕が知ってる会社だったら評判とか、知ってる情報とか教えられるし」

　理由を訊いたわけでもないのに、響生は小さく首を横に振って言った。

　まるで今の私の情報を深堀りしたことに対する言い訳みたいだ、と思う。別に、社名くらいなら友人に教えたりするものだろう。やっぱり、一線を引かれている。

「えっとね、株式会社トップリクルートってとこ」

「…………」

　すると、響生がおどろいたように静かに瞠目した。

「ん？　なんかその名前、どっかで聞いたような……」

　となりの大坂くんも、記憶をたどるように額に手を当てている。

　──どうしたの……？

　響生と大坂くんの顔を見比べていると、響生が椅子に掛けていたスーツのポケットから、名刺入れを取り出した。そこから名刺を一枚手に取り、私に差し出す。

「これ、僕の名刺なんだけど」

　わけもわからずその名刺を受け取る。

「えっ、トップリクルートっ??」

　さっきのおどろきなんて比じゃないくらい、大きな声が出た。もはや叫びに近かったかもしれない。

　響生の名刺の社名の部分には──こんど、私が入社することになるあの会社の名前が書かれている。しかも同じ東京支店だ。

「もしかして同じ会社？　ヤバ、ウケる」

　私の反応を見て、大坂くんもおどろき、そして豪快に笑った。

「そ……そうみたい、だね」

　大坂くんに、そして響生に向かってそう答えると、響生も頷いた。

　──うそでしょ。どういう偶然……!?

　転職先に、かつて別れた元カレがいるなんて──全然、想像もしてなかった。

　これはさすがに気まずい。大坂くんじゃないけど……笑うしかないのかもしれない。

「配属先決まったら連絡してよ。僕が知ってる先輩とか後輩がいたら教えるから。……あ、連絡先変わってないよね？」

　言葉を失っていると、響生のほうから微妙な空気を打破するみたいに、少し明るいトーンでそう訊ねてきた。

「う、うん。変わってない。ありがとう」

「なんか困ったことがあったら言って。よろしくね、砂川」

「……うん、よろしくね。宇津見くん」

　確信した。彼のなかでの私は今この瞬間、元カノから同じ会社の後輩にクラスチェンジしたのだ。

　今まで見たことのない、ほんのりビジネスライクな彼の笑顔が物語っている。

　──そうだよね。どうあがいても同じ会社の同じ支店で働く未来は決定しているのだから、お互いが働きにくくないようにするには、関係性を変え、それを徹底するしかないのだ。

　他の同期同様、当たり障りのない旧友という立ち位置に、同じ職場という追加要素がついた。ただそれだけなのだ。

　……ちょっと寂しい気もするけれど仕方ない。再会して、同じ会社で働くと知った以上、過去は過去として割り切るしかないのだから。

　同じ勤務先とはいえ、配属先まで同じになることはさすがにないだろうし、この関係を維持できればこの先も周囲に気を使わせず、本人とも友好的に接することができるだろう。それが理想だ。

「さっ、とにかく飲んで食べようぜ！　せっかくの料理も冷めたらもったいないだろ」

「そうだねっ」

　大坂くんに促され、すっかり話に夢中になってしまっていたことに気付いた。慌てて箸を取る。

　──その夜、私たちそれぞれの近況や、他の同期の近況などで大いに盛り上がった。私と響生も、空白期間があったのがうそであったかのようにテンポよく会話を運ぶことができた。





　◆◇◆






「マナちゃんと宇津見くんが大学の同期だったなんてね～。すっごい偶然だね」

「はい……」

　年が明け、一月のある日のランチタイム。

　株式会社トップリクルートの営業部営業一課内の一角に、空いているデスクを並べた休憩用のスペースがある。私の目の前で感心したように頷いているのは、私をこの会社に誘ってくれた須す賀が先輩だ。

　須賀先輩は元気溌剌といった雰囲気の、表情豊かな女性だ。黒髪のベリーショートがこれほど似合う女性を、私は他に知らない。

　デスクの上には、会社近くの公園で営業しているキッチンカーで購入した、有機野菜をふんだんに使ったランチボックスがふたつ。日替わりのメインと副菜が二種類、五穀米がセットになっている。須賀先輩におススメされてこれまで何度か買って食べたことがあるけれど、コスパがよくて気に入っている。健康的な食事って、昔から好きだ。

「あれ、どうしたの？　もしかして、仲悪かったとか？」

「い、いえ。全然そんなことないです」

　私の反応が微妙だったからだろう。人の好さそうな緩い曲線を描く眉を顰め、須賀先輩が訊ねた。

　──むしろ仲がよすぎた結果、お付き合いに至って、そして別れたわけだけど。

　もう昔のことだし、わざわざ先輩の耳に入れることはないと思って、私は首を横に振るだけに留めた。

　私が配属された営業部営業一課には、会社を紹介してくれた須賀先輩と──元カレ宇津見響生もデスクを連ねていた。ふたりはこの営業一課でそれぞれのチームのリーダーを任されているらしい。

　信頼する須賀先輩と同じチームで働けるなら安心だ──と思っていたのに、残念ながら、私は響生のチームに入れられてしまった。

　最初にその事実を突きつけられたときはかなり動揺したけれど、向こうはあまり気にしていないようだったし、反応する私のほうがおかしいように思えて、なんとか受け入れることができた次第だ。

「いい男だよ～宇津見くんは。マナちゃんのいるチームは営業成績がすごくいいんだけど、それって彼が新規の顧客をどんどん引っ張ってくるからなんだよね」

「そうなんですね……ちょっと意外です」

　営業職をやっていると聞いたときから、あまり響生のイメージではないと感じていた。私のなかで営業って、社交的で話の主導権を握るタイプの人が多くいると思っているのだけど、響生はどちらかといえば控えめで、話も聞き役になりがちだ。

　まぁそれを言えば、私だって営業っぽくはないのかもしれない。決して社交的とは言えないし、私が話の主導権を握ることがあるとしたら、取り分け仲のいい友人や彼氏と話すときくらいだった。

　……それが営業として働いているなんて。大学三年までの私が知ったらひどくおどろくに違いない。

「宇津見くんって、大学のころからモテてたの？」

　自分のバッグから紅茶のペットボトルのキャップを開けて、ひと口飲んでから、ランチボックスを開ける須賀先輩。彼女がふと思いついたように訊ねる。

「あ……モテてるってほどではなかったかもです。彼の親友がけっこう派手で目立ってたので、その影に隠れてた感じですかね」

　私も彼女に倣ってランチボックスを開けた。

　大坂くんは男女の垣根なくワイワイお祭り騒ぎをしたい人だった。そういう騒々しさの輪のなかにいると、恋の駆け引きの機会はあまりなかったのではないかな、と推測する。

　……そもそも、大学一年の秋ごろには私と付き合い始めていた。周囲はそれを温かく見守ってくれていたし、彼自身も私だけを見てくれていたと信じたい。

「そうなんだー」

　須賀先輩は相槌をひとつ打ってから、もっと頭を近づけるように手招いた。内緒話をするように声を潜める。

「社内ではすっごいモテてるよ。他部署の子からも声かけられてるみたいだしね」

「……なるほど」

「まぁしょうがないよね～。仕事できるうえにあのルックスでしょ。おまけに謙虚で人当たりもいいし、モテない理由がないんだよね。……ほら、うわさをすればご本人」

　須賀先輩に促されて、部署の扉のほうを見た。出先から戻ったらしい響生が、扉をくぐって自分のデスクに戻っていくところだった。

　この休憩スペースから彼のデスクまでの距離は五メートルくらい。バッグを置いて、そのなかから書類を取り出す姿を眺めていると、別の方向から若い女子社員がふたり、彼のデスクの前にやってくる。

「宇津見さん、ちょうどよかった。私たちこれから外ランチするんですけど、一緒にどうですかっ？」

　ふたりとも、私や響生よりも年下だから、彼の後輩に当たる子たちなのだと思う。トレンド感がありつつもフェミニンな服装の似合う、巻き髪の女子たち。彼女たちのような女性に憧れて、私も社会人になったのを機にファッションに気を使ったり、ヘアメイクに励んだりした。けれど、やっぱりし慣れている彼女たちは付け焼刃の私と違い、洗練された雰囲気がある。

「十三時半からアテンド入ってるんだ。誘ってくれて悪いけど」

　ほんの少し甘えたような口調の誘いを、響生は申し訳なさそうに断っていた。現在時刻十二時半。アテンド先がどこかはわからないけど、ゆっくりランチしている時間はなさそうだ。

「残念ですー。アテンド気を付けてくださいね。また誘わせてください」

　ふたり組は小さく頭を下げてから、気恥ずかしそうにやや駆け足で扉のほうへ向かっていった。

　──確かに、須賀先輩の言う通り、しっかりモテているみたいだ。

「マナちゃんも、いいなーって思ったりしないの？」

　一連のやり取りを眺めたあと、須賀先輩が微笑みつつ訊ねる。

「えっ？」

「宇津見くんのこと。知り合いだったとはいえ、印象が違うわけでしょ。急に異性として意識したりしないのかなって」

「なっ、ないです、全然っ」

　私はオーバーなくらいに両手を振って否定した。

「そっかそっか。……じゃ、いただきまーす」

「いただきます」

　くすくすとおかしそうに笑う須賀先輩と両手を合わせて、ランチボックスについていたフォークとスプーンの、ビニールの個装を破く。

　副菜のインゲンの和え物をフォークで刺し、口に運びながら、須賀先輩に悟られないよう、響生の姿を盗み見る。

　大学のときよりもずっとカッコよくなった、と改めて思う。彼の顔立ちの落ち着いていてクールなイメージに、年齢が追い付いてきたのだろう。

　元カレが社内の人気者、というのは誇らしいことなのかもしれないけど……でもやっぱり、複雑だなぁ……。

　──って、また元カノモードになってる。同じ職場で働くと知ってから、同僚モードに切り替えるって決めたのに。

「砂川」

　響生を追うのをやめ、インゲンを食べることに集中し始めたころ、こんどは彼のほうからこちらへやってきて、声をかけられた。

「あっ、はい」

　私は顔を上げ、身体をデスクのそばに立っている響生のほうへと向ける。

「僕これからアテンドで出ちゃうんだけど、さっき新しく登録があった看護師さんとの面談日の打ち合わせ、お願いしていいかな。決まったら共有お願いします」

「わかりました」

　私は大きく頷いた。

　チームリーダーである響生は、まだ仕事に慣れない私のために、デスクを離れる際は必ず指示を出してくれる。私ひとりでもできそうな仕事を見極めて、手持ち無沙汰にならない程度に振ってくれるのがありがたい。後輩が彼を慕うはずだ。

「じゃ、出ます」

「お疲れさまです。気を付けて」

　彼は去り際、須賀先輩にも頭を下げた。先輩は会釈したあと、

「宇津見くんって彼女いるのかなぁ。どんな人だろうね」

　と笑った。

「どんな人ですかね」

　先輩と同じテンションで笑っているつもりだったけど、胸の奥がもやもやした。

　──彼女か。そりゃ、この歳になればいてもおかしくないんだろうけど。……どんな人なんだろう。

　私はしばらくの間、見たことも会ったこともないその人のことを悶々と考えていたのだった。





　◆◇◆






　一月末。一通りの研修を終えて落ち着いたころ合いに、営業一課にて、私の歓迎会を開いてもらった。

　席が近くても、普段はあまりコミュニケーションを取らないチーム外の同僚とも話せるいい機会になってうれしい。歓迎会の名前通り、社内の面々が私を歓迎してくれているのが伝わる和やかな雰囲気に楽しくなって、ついついお酒が進んでしまった。

　いい職場に転職できてよかったなぁ、とつくづく思ったその帰り──

「砂川、大丈夫？」

「あ……はい、大丈夫、れす」

　ろれつの回らない私を心配して、響生が私のコートの袖を引っ張り、声をかけてくれる。

　ライトグレーのチェスターコートは、手持ちのどのスーツにも合って万能なので、平日には欠かせないアイテムだ。今日は歓迎会だからとネイビーのチェック柄のセットアップを選んでみたけれど、それともきちんとマッチしている。

　会がお開きとなり、それぞれ最寄りの駅まで歩き出したとき、響生と同じ路線であることがわかった。

　会社から徒歩三分の地下鉄駅を使っている同僚が多いなか、徒歩十二分の某私鉄を利用しているのは私と響生だけだった。ゆえに、歓迎会の雰囲気とアルコールに酔った私を見かね、駅まで付き添ってくれることになったわけだ。

　大きな公園の外周の道をひたすらにまっすぐ歩いていくと、駅にたどり着くことができる。

「言葉の感じが不安なんだけど。本当に平気？」

　その道の途中で、響生がこちらの様子をちらちらと見ながら、心配そうに訊ねた。

「はい……ちょっとだけ……飲み過ぎただけで……」

　お酒関係の失敗の経験がなかったこともあって、油断したのかもしれない。

　いい歳して他人の世話になるのは恥ずかしい──なんて気持ちもあって、なんなら響生が私を置いて行ってくれたらいいのに、とさえ思っている。優しい響生が、私を放置するなんてことはあり得ないのに。

　──いけない、いけない。ちゃんとしないと！

「いろいろ飲んでたもんね。ビールにハイボールに緑茶ハイに……」

「で、でも……おいしいよって勧めてもらったら……飲んでおくべきなのかと……」

　肩を並べて歩く響生が、指折り数えて思い出している。私はアルコールで火照った頬が余計に熱くなるように感じながら小さく反論した。私は新入りなわけだし、同僚にはなるべくよく思われたいものだ。

「昔から律儀だよね、砂川は」

「……そう、ですかね」

　響生が噴き出すようにして笑ったので、私もつられて笑った。

　街灯に照らされた彼の顔を見て、やっぱり素敵だ、と思う。会社に入って、彼が仕事を上手く回している人であると知ったせいで、年末の飲み会のときとほぼ同じコーディネートであるにもかかわらず、彼の装いはとても理知的で大人っぽく見える。

「仕事はどう？　やっていけそう？」

「宇津見先輩のおかげで、やっていけそうです」

　見惚れてしまっていたのを隠すみたいに、私はちょっと茶化して言った。

　今のところ、仕事に対する不安はなかった。というのも、常にリーダーである響生に相談できる状況にあるから、自分では手に余る内容であれば彼に判断を仰ぐことができる。これはかなり大きい。

「あのさ、前から思ってたけど、僕に対しての話し方ちょっと硬くない？」

　彼は『先輩』という敬称に笑みをこぼしつつ、ちょっと真面目に切り出した。

「でも、先輩なので」

　私にとって彼は先輩にあたる人だから、周囲の目もあり、表立ってはあまり砕けた口調で話しかけてはいけない気がした。

　横目で彼を見ると、眉をハの字にしている。

「大学の同期の元カノにそういう話し方されるのすごく違和感ある。仕事中はそうしたくなるのかもしれないけど、勤務時間外はやめてほしいな」

「そ、そんな器用に使い分けられないんですけど……」

　宇津見チームに配属されてからは、すっかりこの『微妙に敬語』が染みついてしまっている。ときと場合を自らジャッジして使い分けるなんてできそうにない。

「むしろ僕からのお願い。ひとまず今は、こないだの飲み会のときみたいにフランクに話して」

「……ん、わかった」

　そうはいっても、響生の気持ちもわかる。オフのときまで気を使ったしゃべり方はされたくないのだろう。だから素直に頷いた。

　道中に、段差のある歩道がある。普段は意識しているのに、酔いと暗闇とですっかり忘れてしまっていた。思い出したのは、道が平らなつもりで足を下ろし、バランスを崩したからだ。

「あっ──」

　小さな悲鳴を発したそのとき、響生がガシッと力強く腰を抱えてくれた。片足を無事に下ろし、体勢を整えたところで顔を上げ、響生の顔を見つめる。

「──ごめん。転びそうだったから。いやだった？」

　すぐに彼が、腰を支えていた手を離した。薄闇のなかで、なぜか響生のほうが申し訳なさそうな表情をしている。

「う……ううん。ありがと……」

　私は俯きながら首を横に振った。またふたりして歩き出す。

　びっくりはしたけど──正直な話、いやではなかった。

　というより、助けてくれたのがうれしかったし、ドキドキした。素早く腰を支えてくれた手に、大学生のときよりも男らしさと頼りがいを感じたというか……。

　──あぁ、だめだ。意識したら急に恥ずかしくなってきて、また顔が熱くなる。さっきもそう感じたけど、ここが明るいところじゃなくて、本当によかった。

「は、話戻るけど──宇津見くんのチームに配属されるとは思ってなかった」

　高鳴る鼓動を鎮めるために、話の続きを振ってみることにした。

「僕も」

「というか、宇津見くんが営業って意外だったな。ほら、大学のころはそっちの仕事興味なさそうだったし」

　ふと思い出して口にすると、響生はむきになるみたいにぱっとこちらを向いて、おかしそうに笑った。

「それを言うなら砂川もだよ。将来どんな仕事がいいかって話したとき、『ひとりでもくもくと取り組める仕事』って言ってたの、覚えてるよ」

「そ、そんなこと言ったっけ」

　少なくとも営業職みたいに、人と人との間で動く仕事は苦手視していたけれど、『ひとりでもくもくと』っていうのもまた、極端だ。

「──にしてもそんなの、よく覚えてるね」

　自分自身も覚えてないことなのに。

「好きな人との会話って、割りと記憶に残ってるものじゃない？」

「え──」

　好きな人、とのフレーズにドキリとしたけれど……その前に『昔の』と注釈が入るのを忘れてはいけない。

「……あ、そっか、そうだね」

　慌てて頷きを返しながら、私もそうだ、と思う。

　大学時代に響生と交わした会話の内容は、なんとなく覚えている。好きだと言っていた食べものや色、趣味、行ってみたい国や、アンテナが動いたものごと──などなど、当時の彼のことなら、多分答えられるんじゃないかと思う。

　でも今は、その情報は少なからず更新されているのだろう。好きな食べものも色も、趣味も。行ってみたい国も、アンテナが動くものごとも──時間が経ったことで変化して、ひとつも正しく答えられないかもしれない。……不思議だ。一時は誰よりも彼を知っていた自信があるのに。

「それにしてもさ、宇津見くんと同じ会社で、しかも同じチームに配属されるとは思わなかったなー」

　今の響生を知らないことが、ちょっと寂しく覚えてきた。だから私はその寂しさを紛らわせるために、頭に浮かんだことを適当に口にした。すると横から、呆れ半分、おかしさ半分の笑いが聞こえた。

「そのくだり、さっきもやったよ。やっぱり酔ってる？」

「ん、そうだね。酔ってるのかも」

　いっそそういうことにしておきたかった。酔っているのなら、多少言動がおかしかったとしても、明日に持ち越すことはないと思ったから。

「──しかもそんなにカッコよくなっちゃってさ。最初、びっくりしたよ」

　酔っているなら、こんな話をしたっていいだろう。パンプスの爪先を見つめながら、私は思っていても言えなかったことを口にした。

「本当？」

「本当、本当。服装とか雰囲気も大きいのかな。大学のころより今のほうがずっとカッコいいよ」

　今さら私が彼を褒めたところで──という感じではあるけれど、事実そう思ったのだし、悪いことではないのだから伝えたかった。

「……砂川にそう言ってもらえるとすごくうれしいな。ありがとう」

　彼はふっと優しく笑って、ストレートにお礼を述べてくれた。

　昔の響生なら、きっと照れて「そうかな？」とごまかしたはずだ。思わぬリアクションに、また胸がドキドキしてくる。

「よ……よろこんでもらえてなによりっ」

　──逆に私のほうが照れてしまい、おどけるように語尾を跳ねさせた。

　大坂くんの話や、また三人で飲みに行こうねなんて言葉を交わしているうちに駅に到着する。構内の時計は二十三時を示していた。なんだかんだで、けっこう遅くなってしまったかもしれない。

　でも明日は土曜日。休日だから、あまり気にならなかった。あとは家に帰ってゆっくり休むだけだ。

　改札を潜って少し歩くともうホームに到着する。奇しくも、響生とは方向まで同じだった。電車が来るまで、ベンチに座って待つことにする。

「あの、さ」

　到着まであと五分か──と天井から釣り下がる電光掲示板で確認していると、響生がちょっと言いにくそうに切り出した。

「うん？」

「砂川も、かわいくなったよ」

　またしても意外な台詞。おどろきと同時に、うれしさがこみ上げる。もしかしたら、顔がにやけてしまっているかもしれない。

　……響生ってば、私が褒めたときは堂々とそれを受け止めたのに、私を褒めてくれるときは照れて、ちょっとだけ視線をさまよわせたりしている。昔の彼の姿が垣間見えて、それにもきゅんときてしまった。

「茶色い髪も、緩めのパーマも……しっかり目のメイクも似合ってる。パンツスーツも大学のころは着てるところ見たことなかったから、新鮮だしね」

　手で触れられはしなかったけれど、響生が視線でその場所をなぞっているのがわかった。

　──見られていると意識すると、急に恥ずかしくなってくる。少なくとも彼の目に、私は悪くは映っていないみたいで安心した。

　彼が歳を重ねて変化したように、私も大学のころと同じままというわけではない。

　黒髪のセミロングは、派手過ぎない程度の茶髪に染めてふわっとしたパーマを当てた。ほぼノーメイクに近いようなナチュラルメイクしかできないうえに、奥二重の目のアイシャドウの入れ方がわからず特にいじらないでいたのだけど、社会人になり仲良くなった前の会社の同僚に、奥二重のフルメイクのやり方を教えてもらった。小さい鼻と薄い唇のせいで童顔に見えがちだったけれど、『お化粧ひとつでこんなに変われるんだ！』と、目からうろこだったのを覚えている。

「──大学のころももちろんかわいかったけど……年齢相応の、素敵な女性って感じで、あの飲み会のときにすごくおどろいた。顔には出さないようにしてたけどね」

「出してくれてもよかったんだよ。『すごくかわいくなってる！』って」

　響生が私を素敵な女性だと感じてくれていたことがうれしいと感じるのと同時に、昔の自分を知っている人だからこその気恥ずかしさがあった。だからわざと、からかうような口調でごまかしてしまう。

「連絡フェードアウトして、何年も経ってからの第一声がそれってわけにもいかないでしょ」

「確かに」

　響生の返しがおかしくて笑った。

　大学二年の冬が近づいたころから、私たちは次第に連絡を返さなくなっていった。そしてお互いに連絡することをやめ、同じ授業でも離れた場所に座って顔を合わせないようにして、初めから相手なんて存在しなかったみたいに、自然消滅したのだ。

　あんなに好き合って、いつも一緒にいたのに。ずいぶんとあっけない終わりだった。

　そう、私たちはお互いを想い合っていた。別れの引き金になったあの原因さえなければ、ひょっとして未だにお付き合いを続けていたかもしれない。

　私も響生も、ベンチに座りながら、反対車線のホームを通り越して別のなにかを見ていた。おそらく同じことを考えているのだと思う。

「砂川は今、彼氏いるの？」

　響生が突然、真顔でそう訊ねてきた。

「い、いないけど」

「本当に？」

「本当だよ」

　私が答えると、緊張していた響生の表情がホッと緩んだ。

　──どうしてそういう反応をするの？

　それじゃまるで……いなくて安心したみたいに見える。

「宇津見くんこそ……彼女、いるの？」

　酔ってるから。相手に訊かれたから。心のなかでそんな言い訳をしながら訊ね返してみる。

「いないよ」

「ひ、ひとりも？」

　──須賀先輩から聞いたところには、モテてるって話だ。他部署の女の子にも好かれてるって。

「彼女って普通はひとりしか作らないものなんじゃないの？」

　間髪容れずにさらに訊ね返すと、響生が瞳を細め、くっと喉を鳴らして笑う。

「……そうだよね」

　彼は誠実な人だったから、相手を決めたらよそ見をするタイプじゃない。それはよく知っている。

「…………」

　そっか。今、彼女いないんだ……。

　──どうしよう……私、いなくてよかったって思ってしまっている。

　流れる沈黙を、構内アナウンスが割って入った。そろそろ私たちのいるホームに電車がやってくるようだ。

「も……もう、電車来るね」

　変な空気になってしまった。まるで──お互いの気持ちを探っているような。

　心臓がもたずに立ち上がろうとしたところを、手首を引かれて遮られる。

「待って」

　咄嗟に出たような、掠れた声がした。熱いくらいに温かい彼の手に導かれ、私は魔法にかけられたみたいに、おとなしくベンチに座りなおした。そして、酔いと動揺とでぼーっとした頭で、彼の顔を見た。

　──響生が、恐ろしいくらいに真剣な顔をしている。

「もし、本当に彼氏がいないなら……僕、立候補してもいい？」

「えっ……？」

「だめ？」

　立候補？　彼氏に？　……響生が？

「っ……！」

　混乱しているうちに、響生が私の手首を引いていた手を、指先を絡ませてつないだ。

　手首に触れられていたときよりもずっと彼の体温を感じた。

　そういえば昔、私が彼によく手をつないでほしいとせがんだことが頭を過った。懐かしいのに、あのときとは違う感触。

　響生は身体をこちらへ向けて、私の耳元に唇を寄せた。唇が触れるんじゃないかと思うくらいの距離。彼のヘアワックスの香りが鼻腔をくすぐり、いつもよりも低音の囁きが落ちてきた。心臓が、破裂しそうになる。

「宇津見くん……わ、私……」

「昔みたいに呼んで、真波」

　彼に下の名前で呼ばれたのも七年ぶりだ。呼ばれ慣れていたはずなのに、そのたったひと言で、頭のなかでなにかがぱちんと弾けた。

「ひ……響生っ……」

　──ドキドキが止まらない。胸が苦しくて、恥ずかしくて。彼のほうを見ることができず、視線を外してしまう。

　すると、響生の空いたほうの手が私の頬にかかった。強制的に彼と目が合うように顔を向かされたあと、彼の顔がゆっくりと近づいてくる。このままだと唇が重なってしまいそうだ。

「断るなら今だよ。いやなら拒否して」

「っ……」

　お酒を飲んで、酔っぱらって──面倒を見てくれた元カレとキス。傍から見れば最低なのかもしれない。状況に流され過ぎだ、と。

「拒否なんて……しないっ……」

　けれど、私はありったけの勇気を振り絞ってそうつぶやいた。

　状況に流されてるわけじゃない。これは私の意思だ。

　だって別れても、七年経っても、響生がいつも頭のどこかにいた。

　忘れられなかった。……響生のことが、大好きだったから。

「響生、キスして」

　彼の黒い瞳を見つめ返して懇願する。

　響生に触れたい。好きな人に触れたい。

「真波……」

　ホームに電車が入ってくる。心地よい風が私たちの髪を撫でた瞬間、私と響生の唇が重なった。軽く触れ合ったあと、もういちど、こんどは深く。

　走行音や電車の車体に隠れるみたいにして、アルコールの味がする舌を絡めた。

　つないだ手をきゅっと握られながら、くにゅくにゅと舌先を動かし、口腔を探られるたびに、なにも考えられなくなっていく。

「……ごめん。乗り遅れちゃったね」

　唇が離れたときには、電車は次の駅へと向かって走り出していた。私の頭を優しく撫でながら、困ったように彼が笑う。

「──わがままなのはわかってるけど、もう少し一緒にいたい。……真波は？」

　その瞬間、びくっと身体に緊張が走った。

　彼の言葉が、なにを意味しているのかがわかったからだ。

　どうする？　……イエスと答えてしまえば、また同じ轍を踏むことになるかもしれない。

　あのつらい思いをもういちど経験するの？　だから私たちは──好き合っているのに、別れることになったんじゃないの？

　頭のなかで、もうひとりの自分がそう忠告してくる。

　わかってる。頷くべきじゃない。相手は同僚になった元カレなんだから──

「私も響生と、一緒にいたい……」

　ところが、唇からこぼれたのはそういった思いとは逆の台詞だった。

　つらいかもしれない。傷つくかもしれない。

　それでも──好きな人と一緒に過ごしたい。

　誰もいなくなったホームで、私たちはもういちどキスを交わした。







２








　数十分後、私は響生のマンションにいた。

　利便性の高い駅近のマンション。私の住むアパートと一駅違いだったことにおどろいた。

　七年前はお互いに、大学のそばにひとり暮らししていたけれど、その後のことは何も知らない。実は響生がこんなにそばにいたなんて、想像すらしていなかった。

「真波」

　彼の自宅に着いてすぐ、寝室に連れて行かれた。

　コートとジャケットを脱がされ、ベッドマットに横たえられたと思ったら、明かりを点けることもなく。彼が私の名前を呼んで覆いかぶさってくる。

「んっ……ひび──っ……」

　私も彼の名前を呼び返そうと思ったのだけど、キスで唇を塞がれて叶わなかった。

「ん、ぅっ……んんっ……！」

　外でしていたのよりもずっと激しいキス。舌を掬われ、絡め、吸われ──頭が真っ白になる。まるで響生の熱い舌に、思考を搔き混ぜられているみたいな……。

「……声かわいい。そそるね」

　唇が離れたほんの一瞬に響生がつぶやく。興奮を帯びた口調に、お腹の下のほうがきゅんと熱くなるのを感じた。

「んぅうっ……」

　再び深く唇を重ね、歯列や口蓋を舐められる。強引とさえ思えるそのキスにドキドキしつつも、いつもの冷静な彼らしくない、とも思う。付き合っていたときも、まるで壊れものに触れるように私に触れていたから。

「っ、響生っ……なんか、焦ってる……？」

　やっと唇を解放してもらえたタイミングで小さく訊ねた。

「だって……こんなチャンス、逃せないから……」

　暗闇では彼の表情がよくわからない。その言葉の真意も。

　チャンスっていうのは──私と、そういうことをするっていう……？

　……響生は、私が酔いに任せてここを訪れたと思っているのだろうか。気が変わって、帰ってしまうかも、とか……そういう心配をしている？

「……大丈夫だよ。私が自分の意思で、ここに来たんだから」

　だから気が変わったりなんてしない。彼に誘われた形だったけれど、ちゃんと覚悟を持って来たんだから。

「真波……うれしい」

　触れるだけのキスを落としたあと、彼の唇が私の左耳を食んだ。

「ふぁ……っ」

　不意を突かれたこともあり、情けない声を上げてしまう。

　耳を愛撫されるなんて初めてだった。彼とお付き合いしていたときにも。だから彼がこうやって快感を煽ってきて、狼狽してしまう。

　ぬめぬめした舌が、耳たぶにぴったりと貼りついたあと、表面のざらざらした感触を残しながら耳輪のほうへと滑りながら移動する。ぐるりと楕円を描くように付け根まで移動したら、また元来たほうへと戻っていき──ちゅうちゅうと、湿った音を立てながら柔い耳たぶに吸い付く。

　──なにこれ、すごいっ……！

「んぁ。ああぁっ……ぁ、あぁんっ──ま、待ってっ……！」

　神経を直接舐められているような感じがして、否応なしに声が出る。

　無理やりに官能の扉を開かれる感覚に怖くなり、思わず彼のワイシャツの腕を掴んで、ストップをかけた。

「ここされるの……苦手？」

「あ、あのっ、わかんないっ……」

　唾液に濡れた耳に熱い吐息がかかって、それすら刺激になる。私はびくんと身を震わせつつ、頼りない声で答えた。

「わかんない？」

「そういう風にされるの、初めてだから」

　呼吸で、彼が微かに笑ったのがわかった。

「そう。じゃあ、多分気持ちいいと思うから……真波は感じてるだけでいいよ」

「んんんっ……！」

　わからなくても手加減はしない──と宣言するかのごとく、耳たぶを咥え込み、舌先を細かく動かしながらさらに吸い付いてきた。

「だ、めぇ……それっ、ぞくぞくして……声出ちゃうっ……！」

「出しても平気だよ。ここには真波と僕しかいないんだから」

　ちゅっ、といやらしい音を立てながら唇を離した。私の髪をふわりと撫で、響生が優しく囁く。

「むしろ聞かせてほしいな。真波が気持ちよくなってる声……」

「ぁう、あんっ……んはぁっ……！」

　声はソフトなのに、与えてくる快感はまっすぐで容赦なかった。

　響生の巧みな愛撫は、かかわりのなかった七年という歳月の長さを感じさせる。

　彼と私は、お互いセックスをするのが初めてだったこともあって、行為に対する悦びの内訳は特別感やドキドキ感がほとんどを占めていて、快楽は二の次。極端な話、ふたりで添い寝をするだけでも十分に幸せだと思える関係で、不満はあまりなかったのだ。……少なくとも、私は。

　耳輪を甘噛みされながら、シャツのボタンを外されて、脱がされる。露になったのは、カップの周りがレースで縁どられた薄いピンクのブラ。少し目が慣れてきたとはいえ、色の判別までは難しいだろうけれど。

「真波は昔からスタイルがいいよね。大人っぽいブラも似合ってる」

　『大人っぽい』と響生が言ったのは、ブラのカップを撫でたからだろう。指先で感じたカップのつるつるしたサテン地の感触と、その下のレースの感触とでそうイメージしたのだ。

　私は昔から太りにくく、体調を崩すとすぐに体重が減ってしまうほう。スタイルがいいかどうかはわからないけれど、褒められたのはうれしい。

　とはいえ、こんな風に男性に身体を見られるのは久しぶりで恥ずかしいから、部屋の明かりがないのは好都合だった。

「あっ……！」

「でも脱がせちゃうね──」

　するりと彼の手が背中に差し入れられた。あっという間にホックを外され、ブラを剥がされてしまう。

「……！」

　──暗くても、やっぱり恥ずかしいっ……！

　彼にとっては見慣れているものかもしれないけれど、それは七年前の話だ。むしろ、初めて会う人に見られるよりも恥ずかしいかもしれない。

　咄嗟に両手を胸の前に持ってきて、膨らみを隠そうとする。けれど、それを響生が許してくれない。そっと両手を取り払い、右側の膨らみを、感触を確かめるみたいにしてゆっくりと揉みしだく。

「きれいだよ。早く触れたい」

　彼の言葉に、部屋の窓から微かな明かりが差し込んでいることに気付いた。彼の目に、多少なりとも生身の身体が映し出されているのだろう。

　どうしよう……やっぱり、たまらなく恥ずかしい──

「んんっ……！」

「柔らかくて、すべすべしてる。……なんか、懐かしい感じ」

　サイドから、親指と人差し指の間で持ち上げるようにして捏ねられる。

　乾いた彼の手の感触にぞくぞくする。押し上げられた膨らみがぷるんと跳ねると、胸の先までじぃんとした疼きが走った。

　──あぁ、これ、気持ちいいかもっ……。

　何度も、何度も。押し上げてはまた下から掬って、膨らみがぷるんと跳ねて。また下から掬い上げて──そのたびに、胸の先に悦びが蓄積されていく。

「……先っぽがぷっくり膨らんできた」

「あぁんっ！」

　それまで放置されていた胸の先を、指先できゅっと摘まれる。大きな声が出てしまったことに、自分がいちばんびっくりして、思わず口元に手を当てた。

「先っぽ気持ちいい？」

「んぁ、ああっ！」

　きゅっ、きゅっと、優しく摘まれて刺激を加えられていく。親指の腹で転がされたり、手のひらで膨らみと一緒に捏ねられたりして、その都度微妙に違った快感が降ってくる。

「いじってるとだんだん尖ってきたね。もっとたくさんよくしてあげようね」

　囁きの最後に、彼の吐息をまた耳元に感じた。ぴちゃ、と艶めかしい音を立て。再び耳たぶに吸い付いてきた。

「んはぁっ……!?」

　耳たぶを舌先でもてあそばれながら、硬くしこった胸の先端を優しく扱かれる。

　──気持ちいいのが、耳から、胸から、電気みたいにびりびり流れてるっ……！

「それだめぇっ──耳と一緒に触っちゃ……っぁああっ！」

「耳されるの気持ちいいって思ってくれてるんだ。よかった」

　安心したような、満足したような口調でつぶやいた響生は、

「──そしたらこんどは反対側だね」

「んぁはっ、響生っ……！」

　左右を入れ替えて、また気持ちよくされてしまう。

　左耳と右胸。アルコールの高揚感と巧みな愛撫でただでさえ現実感をなくしている身体が、ぐずぐずに蕩けていくのが自分でもわかる。

「真波が気持ちよくなってくれてうれしいよ。もっとかわいい姿を見せて」

　息を荒らげ、猫の鳴くような声で反応する私を見下ろし──彼はさらなる快感を私に与えてきた。

「ぁっ……!?」

　それまで指先で愛撫していた右胸の先にキスして──上下の唇で吸ったり、舌先でぐりぐりと扱き始める。

「口のなかでもっと先っぽが硬くなってるのがわかるよ」

「やぁっ──」

　──恥ずかしい。そんなの、自分がいちばんよくわかっているのに。

「っ、軽く歯を立てられるの……気持ちいい？　……それとも、んっ……こうやって……舌でトントンされるほうがいい？」

「ぁ、あ、あぁっ……んぁ、はぁっ……！」

　実際に、優しく歯を立てられたり、舌先で胸の先を真上からトントンと突くような愛撫をされながら、響生に訊ねられる。

　──新しい刺激が加えられるたびに声が出ちゃってっ……そんな余裕ないっ……！

「答えられない？　仕方ないな、もういちどしてあげる。……軽く歯を立てられるのと……舌でトントンするの、どっちが好き？」

「あぁっ、あっ──え、選べないっ……！」

　ただ喘いでいるだけの私だったけれど、なんとかそう叫んだ。

　選ぶ余裕なんてない。彼のほどこす悦楽に翻弄されているだけなのだから。

　すると、彼がほんの少し顔を上げてこちらを見た。唇が、緩く弧を描くように動く。

「どっちも好きなんだ？　……えっちだね。昔は恥ずかしいと黙っちゃってたのに、そうやって僕を煽ること言うようになったんだ」

「ち、違うっ……そんなつもりじゃっ……」

　突き詰めれば同じ意味になるのかもしれないけれど、煽る意図なんて微塵もなかった。釈明しようとする私を、彼が首を横に振って制する。

「いいよ。お互いいつまでも大学生のままじゃないからね。えっちに煽ってくれる真波も興奮する」

　──違うのに、と思ったけれど、否定を重ねる必要はないのかもしれない。

　彼の言葉にずしんと重いものを感じた。行動で、動作で、突きつけられた気がした。

　少なくとも響生は、あのころのままじゃなくて……しっかり大人の男性になっているってことを。

「んぅうっ……！」

　冷静な思考を、新たな快感が塗りつぶしていく。

　左胸に吸い付かれると、身体は否応なしに熱くなった。彼はそんな私のパンツを手早く脱がしてしまう。

「ここ……もう濡らしてるの……？」

「っう……！」

　パンツの下は、ブラとお揃いのショーツ。レースに覆われた小高い丘を撫で擦り、その中心で指を止めた響生が、意地悪く訊ねた。

「ぐしょぐしょだよ……すごいね」

　これまでの愛撫により反応しているその場所は、クロッチだけに留まらず、広い範囲に染みを作っているようだ。何度も何度も指先で確かめる行為に羞恥を煽られ──顔が熱くなり、彼の顔が見られなくなった。

　──まだ触れられてもない場所がこんなになってしまうなんて……。今までこんなことなかったから、響生に軽蔑されていないだろうか……？

「僕で気持ちよくなってくれてるんだよね。……うれしい」

「んぁぁっ……！」

　彼は足元に下がるように移動すると、熱く濡れそぼった場所に顔を埋め、下着の上からぺろ、と舐めた。その刹那、下肢に切なく甘い感覚が駆け抜ける。

　えっ──そこっ……舐められてるっ……!?

「だめぇ、それ恥ずかし──」

「……っふ、付き合ってたときもしてたよね……？　脚閉じないで。言ったでしょ、真波は気持ちよくなってるだけでいいから」

「でもっ……！」

　羞恥に耐えられず閉じそうになる脚の付け根を、ぐっと大きく開かされる。そして、唾液で湿らせずとも十分に水分を含んだ生地の上を、恥丘に向かって舌が撫で上げていく。

　敏感な粘膜が、下着の生地に擦られて──

「ぁ、だめ、それ気持ちいいからぁっ……！」

「うん、気持ちよさそうだね」

　舌を押し当てられるたびに、腰がびくん、びくんと跳ねてしまう。そのはしたない反応を彼も見ているだろうに、むしろもっとそうなればいいとばかりに、何度も何度も弾力のある舌で、下着越しの秘裂をなぞる。

　最初はゆるゆると表面を撫でるだけの所作だったけれど、次第に秘裂を穿るように舌先で強く擦られる。

　やがて溝の手前にある、愉悦に直結する粒を探し当て、そこばかりを突いてくるようになった。

「あぁ！　やぁあっ、あっ……あんっ！」

　平静ではいられなくなる強い刺激。声を抑えようと思っても、その意思を上回る強烈な快楽に邪魔されて、なされるがままになる。

「クリがいいの？」

　その場所を舌で転がしながら、彼が訊ねる。

　行為の最中、彼が直接的な言葉を口にしたことはなかったから、ドキドキが加速する。

　……響生がそんないやらしい単語を発するなんてっ……！

「教えて真波……真波が気持ちいいって感じるところ、いっぱいいじめてあげたい」

「やぁ、やっ──！」

「下着ぐしょぐしょにするくらい感じてるくせに。いやってことはないでしょ？」

　見透かしたように響生が笑った。吐息が粘膜をくすぐって、それすら快感に変わる。

「──っ、ね、教えて……真波は、どこが感じるの……？」

　敢えて肝心な場所を外した思わせぶりな愛撫。おざなりに、ただ秘裂の上を撫でられるだけでは、直前に感じた強烈な悦びはやってこない。

　──もしかして、焦らされてるの？

　直接その場所を言葉にしなければ、続きをしてもらえない……？

「ぁ……く……クリっ……！」

　欲望と羞恥とを秤にかけ、欲望を取ってしまった。

　じりじりと心の奥底が灼ける思いでその単語を口にすると、響生が顔を上げた。

「よく言えたね。じゃあ真波が大好きなクリで、イかせてあげるね」

　微笑みながら宣言すると、彼はより大きく私の両脚を開いて、また秘裂に顔を埋めた。

「ぁあああっ……！」

　舌先で突いたり舐め上げたりするだけではなくて、布越しに吸われたり、吸いながら舌で扱かれたりする。

「吸わないでっ──それ、ほんと、だめぇっ……！」

　──気持ちいい。気持ちよすぎて、上手く呼吸ができなくなる。

　押さえられている脚に力が入って、がくがく震えて──もう、私っ……！

「イッていいよ……かわいいイき声、僕に聞かせてっ……」

「んはぁあっ……！」

　取り分け大きな悦びに私が片足を踏み入れてるのだと、響生が気付いたようだ。追い立てるかのごとく、愛撫に緩急をつけ、徐々に間隔を短くしていく。

　──だめ、だめっ……もうほんとにだめだからぁっ──……！

「響生、だめっ、だめぇ──ぁああああああっ……!!」

　その瞬間、激しい快楽の波に呑まれ、私は達した。

　──すごい……頭、真っ白っ……。

「気持ちよさそうな声……感じてる顔も、ちゃんと見たかったな」

「っ……」

　内股にキスされたのを感じて、びくりと震える。今は、その刺激でさえも快感に変換されてしまう。

　──今でさえこんなに恥ずかしいのに、顔まで見られたら……もう会社で響生の顔、まともに見れなくなっちゃうよ。

　……と、頭の片隅でぼんやり思う。

「ぐっしょり濡れて、気持ち悪いでしょ。もう取っちゃうよ？」

　訊ねているはずのに、答えを聞くよりも先に、ショーツを脱がされてしまう。

　直接秘部を見られている恥ずかしさはもちろんあるけれど、絶頂によって心ここにあらずの私に、抵抗するすべはなかった。

「……真波の匂いがする……たまんないっ……」

「あぁあっ！」

　思いがけず、官能的な感覚が下肢を、秘裂を包み込んだ。

　自身が達したことで一区切りついたと思ってしまっていたけれど、響生のほうにそのつもりはなかったらしい。潤んだ粘膜の上を、直接彼の舌が這っている。

「だめ、今はぁっ……！」

「イッたばっかりで敏感になってるんだよね。わかるよ。……でももう少し、真波のこと気持ちよくしてあげたいんだ」

「あはぁあっ……！」

　──舌っ……！　挿入っちゃってるっ……！

　ぐにゅぐにゅと、柔らかくも弾力のある舌が、蜜を吐き出す入り口から侵入してきた。指でそうするみたいに、にゅぷにゅぷと淫靡な音を立て、出たり挿入ったりする。

　布越しのときとは違って、舌の表面の凹凸が粘膜を刺激して、それだけで強い快感となった。

「大好きなクリもいじってあげるから安心して」

「んぁあっ!?」

　彼は同時に、指先で秘芽に触れてきた。指先で円を描くように、勃起してじんじんと熱くなったそれを撫で回す。

「だめ、だめぇえっ──……!!」

　目の前に火花が散るみたいな強烈な悦びだった。身体が途方もない悦楽に支配されて、自分自身をコントロールできなくなる感覚に、恐怖すら覚える。

　──こんなすごいの、耐えられないっ……!!

「それわかんなくなっちゃうっ──だめだからぁ、ぁあんっ！　もうやめてぇっ……!!」

「わかんなくなっていいよ。ほら、ナカがひくひくして──またイきそう？」

「あ、あはぁ、あんっ、んんっ!!」

　答える余裕がないほど切羽詰まっていた。少しでも気を緩めてしまうと、あっという間に激しすぎる快楽の波に搔っ攫われてしまいそうで。

「いいよ、イって──もう一回気持ちよくなろう……？」

　入り口を搔き混ぜる舌も、秘芽を転がす指先も……どっちも気持ちいい……！

　──私っ………またっ……!!

「あ、ああ、だ、めぇ──だめ、ぁあっ……んぁああああああっ……!!」

　全身を震わせ、瞬く間に、私は二回目の絶頂に導かれてしまった。

「はぁっ……ぁあっ……んんっ……」

　──心臓はどうにかなりそうなくらいドキドキしているのに、頭がぼーっとする。

　……なに？　なんだか今の間に、ものすごいできごとが起こったような……。

「かわいかったよ」

　私の呼吸が整うころ、響生が再び私に覆いかぶさってきて、私の頬にキスをした。

　直前までシャツを着ていたはずの響生が、それを脱いだのがわかった。

　大学のころよりも男性的な魅力の増したシルエットに胸がきゅんとする一方で、彼が裸になったその意味を察知した。

　……いよいよこのときがやってきてしまったのだと戦慄する。

「真波」

　名前を呼ばれて、弛緩していたはずの身体が一気に緊張する。

　──そうだ。私は、そうなってもいいという覚悟でここに来たんだ。

　響生とセックスする。受け入れる。世のカップルが当たり前のようにしていること。

　大丈夫。私たちはもう大学生じゃない。あのころとは違うんだ。響生だってそう言ってたじゃないか。

　悲しい記憶を塗りなおすなら今しかないんだ。

　大好きだった響生とお別れしなければいけなくなった原因と、訣別するために──




　私たちの交際は、順調そのものだった。

　二年になってからは授業もできる限り一緒のものを受講して、同じ時間を過ごした。

　仲間も含めて遠出や旅行も楽しんで、思い出もたくさん作った。そのなかで、私と響生の信頼関係は、少しずつ強固なものとなっていった。

　──ただひとつ、どうしても乗り越えられない壁があった。それが、性行為だ。

『っ、痛っ……！』

『ごめん、大丈夫？』

　大学二年の秋。避妊具を着け、いざ──というときに生じる痛みを、どうしても我慢できなかった。私が悲鳴のような声を上げると、優しい響生はすぐに腰を引いた。

『大丈夫だから……つ、続けてっ……』

　私はかぶりを振って、真上にいる彼に続きを促す。

　行為を試みるときは、いつも響生の部屋。１Ｋの部屋に家主はあまりものを置かない主義らしく、殺風景なくらいだった。

『く、ぅ……っ』

　その部屋の白い天井を、いつも複雑な気持ちで眺めていた。

　手をつなぐまでに一ヶ月。キスをするまでに三ヶ月かかった。友達から恋人になった私たちは、お互いに奥手でロマンチックなムードを茶化してしまうきらいがあった。

　セックスにたどり着くまで一年とちょっと。私も響生も初めて同士とはいえ、これで三回目。今日こそはひとつになりたいけれど──やっぱり、痛い。

『真波、無理しないでいいよ。ごめん』

　言葉にこそ出さなかったけれど、私が限界まで我慢していることに、彼氏である響生はすぐに気が付いたみたいだ。

『大丈夫だよ、続けて』

『真波につらい思いをさせてまで、したいとは思わないから』

『響生……』

　彼は安心させるようにふっと微笑むと、私の額にキスをした。

『今すぐしなきゃいけないってわけじゃないんだから、ね？』

　私たちがお付き合いを続けていく限り、チャンスはいくらでもある、と。そういうつもりで言ってくれたのだろうと思う。

『……うん。ごめんね』

　だけど私は、そうやって説得されるたびに申し訳ない気持ちになった。私が痛みを堪えることができれば、関係が一歩前進するのに、と。

『真波が謝ることじゃないよ』

　響生の言葉がありがたいし、救われる。でも同時に、私よりも響生のほうが謝っている、ということに引っかかっていた。

『ありがとう。……だから、響生も謝らないでね』

『……うん』

　彼はやや俯いて頷くと、そっと触れるだけのキスをした。

『真波、好きだよ』

『……私も好き』

　裸のまま身を寄せ、気持ちを確かめ合ったはずなのに──私たちの関係は、そこから少しずつ壊れ始めていく。

　何度目かの失敗のあと、私は痛さとつらさと悔しさで泣いてしまった。

　どうして響生とひとつになれないんだろう。こんなに大好きなのに。

　──私にとって、誰よりも大切な人なのに。受け入れられない私の身体は、どこかおかしいのではないか。そのころ、彼との行為が悩みの種になり始めていた。

『しばらくこういうことするのやめようか』

　泣いている私の横で、響生が私の肩を抱いて言った。両手で顔を覆っていた私は、思わずその手を解いて顔を上げた。

『どうして？』

『ちょっと時間を置こう。それだけがすべてじゃないよ』

　私とセックスすることを諦め始めている。そう思った。

『響生は私としたいと思わないの？』

『したいよ』

『じゃあどうして？　次にはできるかもしれないのに』

　早く響生とセックスしたかった。大好きな人を受け入れられないなんて、彼に対する愛情が足りていないせいと思われるのではないか。そんなことあるはずないのに、そのときの私は、そう思い込んでしまっていたのだ。

　──心の底から響生を好きであると証明したい。そのために、この痛みを乗り越えなければ。

　けれど当の響生は、きっぱりと首を横に振った。普段私の意見を必ずと言って通してくれるはずの彼にしては珍しい意思表示だった。

　真剣になり過ぎないようにするためなのか、響生は解けるような、柔らかな微笑とともに口を開いた。

『真波がつらそうにしてる顔、見たくないんだよ』

『…………』

　きっとそれは、響生の優しさなのだろう。彼は純粋に、私が痛がったりつらそうにして、無理をしているところを見たくなかったのだと思う。

　だけどその言葉の裏に、密かに私に対する呆れや諦めのようなものがあるのではないか、と疑ってしまった。

　彼は真面目で誠実な人だけど、年ごろの大学生だし、女性に対する欲求や衝動は人並みにあるはず。

　周りの同期にもカップルは何組かいて、女子会をしたときに、酔いに任せてそういう話題になることもある。その場で交わされた会話によって、一通り経験を済ませている子も多い、というのを知っている。

　きっと男子同士でもそういう会話はあるんじゃないか、と思う。だとしたら響生だって、次は自分の番だと思っているはずなのだ。

　そんな彼に我慢をさせてしまっている私とは、もうお付き合いを続けていけない──なんて思われているのではと、激しい不安に襲われる。

『ね、しばらくはやめよう』

『……わかった』

　髪をくしゃりと撫でられながら宥められて、私は頷くしかなかった。

　その後も彼との交際を続けながら、「なかなかセックスできない私にうんざりしているんだ」との念を振り払えなくなった。

　こんなこと、周りに相談するわけにもいかないし、周りができているからこそ、私たちが足踏みしているのを理解してもらえるとも思えず、ひとり悩む日々。

　宣言通り、しばらく彼とはそういう雰囲気になることはなかった。それがまた、私の不安を強く煽ったのだ。

　もう私とはしたくない？　他の女の子とならちゃんとできるかもしれないのに、って思ってる？

　──そんなのいやだ。……だけど……どうしたらいいの？

　結局私は、彼との関係を終わらせることで、その悩みから逃げた。多分、悩み過ぎて少し病んでいたのだと思う。けどそんな風に視野が狭くなるくらい、性行為ができないことへの罪悪感に押しつぶされそうになっていた。

　響生からの連絡に返事を返す回数を減らしてみたら、彼のほうからの連絡も同じように減っていって……そのうちふたりで会うこともなくなって。

　──あぁ、やっぱり響生も私との関係に窮屈さを感じていたんだ、と確信した。

　初めてできた彼氏で、大好きでたまらなくて。ずっと一緒にいたいと思っていたのに、まさかこんなことでお別れしなければいけないなんて、想像もしていなかった。

　就職してから二回、別の人とお付き合いに発展した。

　ひとりは会社の先輩で、ひとりは友達の紹介で付き合った同い年の男の子。どちらもいい人で、手もつないだし、キスもしたのに、いざそういう感じになると上手くいかなくなった。触れられるのは抵抗がなかったけれど、相手を受け入れなければいけない段階になると、響生とのことがチラついて、身体が強張ってしまうのだ。

　最初の一回は、相手は優しかった。けれど二回目以降は、面倒だとの思いが顔に書いてあったように思う。

　悲しいけれど、当然かもしれない。二十五前後の女がそんなことに怯えて行為を渋るのは、面倒というより他はないだろう。ふたりともセックスがきっかけでギクシャクして、お別れした。

　同い年の男の子のときに至っては、二回目、『こういうのは勢いだよ』と言って強引に侵入を試みたけど、やっぱり痛くて止めてもらった。

『真波ちゃんは、俺のこと本当に好きじゃないんだね』

　彼が舌打ちとともに吐き捨てた言葉を、未だに忘れることができない。

　──やっぱりセックスができないと、相手のことを好きじゃないって思われちゃうんだ。

　なら、響生にもそう思われてたってことだ。

　……本当に、大好きだったのにな。

　あのとき響生を受け入れられなかったことが、もはやトラウマだ。私はこれから先、ずっとセックスができないままなのだろうか──




「真波……真波？」

　響生に名前を呼ばれて、思考の世界から呼び戻される。

「あ……ごめん、なんでもない」

　私はトリップしていたことを悟られないように、慌てて笑顔を作る。

　すると──響生がふっと表情を綻ばせて言った。

「遅いし、もう寝よっか。泊まっていきなよ」

「え？　だって……」

　彼にとってはこれからの時間のほうが重要なはずだ。それなのに。

「いや、いいんだ。僕は、久しぶりに真波と一緒にいられただけで……満足だから」

「響生……」

　──もしかして私が身構えていることに気付いたんだろうか？

　それで無理をさせないように、気を使ってくれた……？

「……ありがとう」

「お礼を言われるようなこと、なにもしてないよ」

　彼がぽん、とやや乱暴に頭を撫でた。その所作で、ふたりの雰囲気がラフなものに変わる。

「……優しいのは昔から変わらないね、響生は」

「そんなことないよ」

「そういうところとか」

　──優しさを表面に出さないところとか。

　私はそういう彼の気遣いにすごく安心するのだ、ということを、改めて思い出した。

「相手が真波だからだよ」

　彼はそう言って、私の身体をぎゅっと抱きしめる。付き合っていたころ、そうしてくれていたみたいに。

　──それってどういう意味なんだろう？　私は特別って拡大解釈してもいいの……？

　訊こうか訊くまいか迷っているうちに、ホッとしたせいもあり、まどろみが襲ってくる。

　……響生は今、私のことをどう思ってるんだろう……？

　私は七年ぶりに彼の温もりを感じ、鼓動を聞きながら眠りについたのだった。





　◆◇◆






　翌朝。カーテンの隙間から差し込む日差しで目が覚め、上体を起こした私は、自分が裸であること、そしてすぐとなりで響生が眠っていることに気付いて愕然とした。

　──えっ……私、もしかしてやってしまった……？

　頭を抱えて昨夜の記憶を遡る。半開きの口から、魂が抜け出てしまいそうだ。

　──いやいや。そういう意味ではヤッてはいないんだっけ。響生が途中でストップしてくれて。それで、泊まっていけばって……。

　私の記憶が正しいなら、本当の意味での一線はまだ越えていないみたいだ。

　……ホッとしたような、残念なような、不思議な気持ち。

　って、なにを残念がっているんだか。

　響生は同僚なんだから。ただでさえ元カレで複雑な別れ方してるのに、ここにきて酔った勢いで身体の関係なんて……。

　自己嫌悪で頭を抱えつつ、こちら側を向いて規則正しい寝息を立てて眠る響生の顔を見た。

　──でも、好きだったんだもんなぁ……。

　ずっと忘れようとしていた。響生とはもう終わったんだし、気まずくなってお別れしたんだから、潔く想いは断ち切るべきだとわかっていた。

　なのに、好きって気持ちは理屈でどうにか抑えられるものじゃない。諦めたほうがいいとわかっていても、できないのが恋愛の難しいところなんじゃないだろうか。

　響生の前髪をそっと撫でる。

　大学生のとき、響生は朝が弱かった。私は逆で、夜はすぐに眠くなってしまうほう。だからふたりで朝を迎えるときは、こんな風に私のほうが先に起きて、彼の寝顔を見つめていることが多かった。

「響生……」

　愛しい元カレの名前を小さく呼ぶ。

『もし、本当に彼氏がいないなら……僕、立候補してもいい？』

　昨夜の記憶をたどったら、こんな言葉が思い出された。

　響生はどういうつもりでそんな台詞を言ったんだろう。ものすごく自分勝手な解釈をするなら、響生もまだ私のことが好き──……？

「朝っぱらからなに真面目な顔してるの」

　ふと彼の顔に視線を戻すと、知らない間に目覚めたらしい響生が、私の顔をじっと見つめて言った。そして、私の腕を強く引いた。

「きゃっ」

　その勢いで再びベッドに沈み込む形になる。

　シーツのなかの響生は、私と同じように生まれたままの姿だ。うっすら覚えてはいるけれど、完全に酔いが覚めた今、見てはいけないものを見ているような気になった。

「おはよう」

　そんな私の気も知らず、彼は強引に私を抱き寄せた。額と額が触れ合いそうになる距離に、心臓が早鐘を打つ。

「お……は、よう」

「もうずいぶん寝過ごしちゃったね」

　ベッドの枕元にある時計で時間を確認した彼が、再びこちらを向いて「もう十時過ぎてる」と苦笑する。

「……そうだね」

　至近距離での微笑みが──ち、近い。近すぎる。ドキドキしてしまって、会話どころじゃないっ……。

「大丈夫、ぼーっとしてる？　……昨日の記憶はある？」

　私の返事が心もとない理由を、響生はまだ酔いが覚めていないせいだと思っているらしい。私は慌てて首を横に振った。

「あ、あるよ、もちろんっ」

「じゃあこの部屋でなにをしたかも覚えてるよね？」

　──からかうように笑いながら、そんな答えにくいことを訊くとは。なんていじわるなんだろう！

　と言っても、記憶にあることはあると答えなければいけないだろう。私はちょっと悔しいと思いつつ、こくんと頷いた。

「よかった。身体、平気？　……つらくない？」

「だ、大丈夫。……気にしてくれて、ありがとう」

　身体は全然問題ない。むしろ私が響生に「不自由な思いをしていたんじゃ？」と訊いて謝らなければいけないくらいじゃないだろうか。

「どういたしまして」

「んっ……」

　ちゅっ、と彼の唇が私のそれに触れて、すぐに離れた。いかにも挨拶だと言いたげな、爽やかなキス。

「照れてる？　かわいい」

「照れるでしょ、普通」

　響生に指摘され、顔が熱くなってくる。こんないやらしさゼロの、恋人同士のじゃれあいのようなキスをされると、逆に恥ずかしい。

「そういう反応されると、もっといじめたくなっちゃうよね」

　彼の官能のスイッチを無意識のうちに押してしまったらしい。彼は私の身体を抱き寄せると、くるりと反転させて上になる。

　そして、無防備な胸の膨らみをひと撫でしたあと、その先端をぱくりと口に含んだ。

「んぁ……だ、だめ、だよ──今はだめっ……！」

「どうして？」

　少し強めに彼の肩を押すと、彼が顔を上げて訊ねる。

「だってお風呂……昨日、入ってないっ……」

　昨夜は衝動的になっていたから、そこまで気にならなかったけれど……さすがにシャワーを浴びたいのが本音だ。

「なんだ、そんなこと。……じゃ、これから入る？　一緒に」

「いっ……!?」

　──一緒って……そんなのできるわけないっ……!!

　付き合っていたころにも誘われたことがあるけど、明るいところで自分の身体を直視されることに抵抗があり、断っていたのに。

「わ、私はそういうの、恥ずかしいからっ……！」

「うん、知ってるよ。でも今日は特別ってことで」

　響生は優しく笑って頷きつつも、おどけるように言って提案を曲げなかった。

　……普段の彼なら、私がいやがればすぐに引いてくれるはずなのに。

「……響生って、そういうこと言うキャラだっけ……？」

「営業の仕事のおかげで口が達者になったのかもね」

　──七年の歳月が、こんな細かいところにも反映されているということか。

　あ……じゃあ、あの台詞──

『もし、本当に彼氏がいないなら……僕、立候補してもいい？』

　あれも本気じゃなくて、その場の雰囲気で出た台詞かもしれない、ってことなんだろうか。……途端に、気持ちが落ち込んできた。

　……どうしよう。本当なら迷わず断っているところだけど──でも、せっかく響生が誘ってくれているのなら、勇気を出して頷いてみるべきなのかも、とも思う。

「っ…………じゃあ、今日だけっ…………今日だけだからねっ」

「そうこなくっちゃ」

　羞恥をかなぐり捨てて言う私の額に、彼がキスをする。そして、ひと足先にベッドから出た。

「準備してくるから、少しここで待ってて」

「う、うん」

　返事をするのと同時に、彼の足音が廊下の奥へと消えていった。




　浴室には暖房機能が備えられていて、寒い冬でも快適に入浴できるようだ。実際に入ってみるとなるほど、温風が天井から送られてくる。

　──いいなあ、うちのアパートのお風呂にも導入してほしい。

　なんて無茶なことを考えながら、髪を洗い、身体を洗い、顔を洗う。メイクを落とすべきかどうかすごく迷ったけれど、一日経って取れかけてしまっているし、過去にすっぴんは数えきれないほど見られているからいいか、と開き直ることにする。

　響生から、『先に入る？　それともあとから入ってくる？』との二択を突きつけられ、迷わず先に入るほうを選んだ。あとから入るほうが、より羞恥を覚えるのでは、と考えたのだ。

　それにしてもきれいなお風呂。このマンション、新築みたいだったから、当然設備も新しい。清潔感はもちろんのことゆとりがあるから、ふたりでも十分に入れる広さだ。

「いい？　真波」

　こちらの準備がちょうど終わったタイミングで、バスルームの外から声がかかった。

　──来たっ……！

「……うん。ど、どうぞ」

　バスチェアに座ったまま促すと、扉の開く音がした。私は扉に背を向けているので、彼の姿を直接見ることはできないけれど、蒸気で曇った正面の鏡にぼんやりと映り込んでいるのに気付いて、慌てて目をそらした。

「全部終わったから、使って」

　響生を直視するのも勇気がいるけれど、自分の裸をまじまじと見られるのも抵抗がある。ここが安全地帯とばかりに、私は浴槽に浸かることにした。

　お湯の色は乳白色。響生が気を利かせて入れてくれたみたいだ。身体のシルエットごと覆い隠してくれるのはありがたい。

　でも男性のひとり暮らしで、入浴剤というのも珍しい気がするけれど……。

「それ、実家からの荷物に一緒に入ってきたんだ。お歳暮とかでもらうんだと思うんだけど、そういうの使わないからいいって言うのにいつも入れてくるんだよね」

　疑問を解消する言葉がタイムリーに返ってきたので、内心でちょっとだけおどろいた。

「──でも役に立ったから、もらっといてよかった」

「なんで笑うの？」

　バスチェアに座った響生が、ボディーソープを泡立て、自らの身体を洗い始めながらおかしそうに笑ったので訊ねる。

「いや、多分僕が入ってきたら、真波はすかさず湯船のなかに入るだろうって思ったから。期待をまったく裏切らない行動だな、と」

「……だって恥ずかしいもん」

「じゃあなんでＯＫしてくれたの？　本当にいやだったら、僕だって無理強いはしなかったよ」

　──わかってる。響生はそういう人だってこと。私がどうしてもいやだと言ったなら、きっとひとりでシャワーを浴びさせてくれたに違いない。

　こんな大胆な誘いに乗るなんて、私もどうかしていると思う。けど──

「……あのころみたいに誘ってくれたのが、うれしかったから、かな」

　カルピスみたいな色の湯面を見つめながら、ぽつりと言う。

　響生がどんな気持ちで『一緒に入る？』と誘ったのかはわからない。ほんの軽口だったのかもしれないし、付き合っていたころの気持ちを思い出してくれたからなのかもしれない。

　私は、後者だったらいいと思っている。お互いを純粋に好きというだけで付き合っていた、あのころの気持ちが言わしめた台詞なら……私と同じだから。ならばそれに応えたかった。あわよくばそれで、今の私を意識してもらえるかもしれないという、よこしまな感情もある。

「なんでうれしいの？」

「……それを言わせる？」

　シャワーで身体中の泡を洗い流しながら響生が優しく笑ったので、私はちょっと悔しい顔を作る。

　彼は気付いているんじゃないだろうか。私が未だに彼に気があるということを。だけどそれを私の口から言わせようとしているのだ。

「昔はそんなにいじわるじゃなかった」

「ただ訊いてるだけじゃない」

「元カレだとしても……と、特別な感情がなければ、家についてきたりしないよ、私」

「…………」

　求めてきた答えを述べただけなのに、響生は黙ってしまった。そして、シャンプーを手に取り、無言のまま髪を洗い始める。

　──あれ？　なんで？

　……もしかして今のって、ちょっと重かった？

　響生はそういうつもりじゃなくて、もっと軽いノリで訊いたのかな？

　……そうだよね。もう七年も前なんだもん。響生にとってはただの過去の一ページであって、それ以上の想いはなかったのかも。

　特別な感情、とか言っちゃったし、頑張ってもリカバリーは難しいだろうか。

　……最悪だ。間違えちゃったなぁ。そして気まずい。

　私は彼がシャンプーを洗い流すのを見計らって、彼のほうを見た。

　懐かしいようで、知らない人のようなシルエット。ほどよく引き締まった腕や胸、お腹を見るに、日ごろから鍛えているのかな。

「真波」

　シャワーのお湯が止まった。五分前に時を戻したい、なんて本気で祈り始めたとき、彼が水浴びをしたばかりの犬よろしく左右に頭を振ったあと、浴槽に入ってこようとする。

「あっ、響生っ──」

　ものを言うより先に、私を背後から抱きかかえる形で浴槽に浸かってしまった。彼が入ってきたぶん、浴槽内のお湯が盛大に溢れ、排水溝に流れ込む音が聞こえる。

「……さっきの、めちゃくちゃかわいかった」

　そしてお湯のなかで腕を回し、熱っぽく囁きながら私を抱きしめてくる。

「っ……信じらんない、お湯すっごい溢れちゃったけど」

　──心臓がバクバクする。お風呂で。裸で。響生とこんなに密着してるなんて。

「一緒に入ってもいいって言ったのは真波でしょ。当然、こういう展開になるって想像できるはずだけど？」

「…………」

　──確かにそれは否定できないかも。なにもないなら、わざわざ一緒に入る必要はないわけだし。

「それに、特別な感情があるなら──余計に受け入れてくれるはずでしょ？」

「んっ……」

　濡れた髪を掻き分け、首筋にキスされる。と同時に、彼の両手が私の胸の膨らみを包み込んだ。

「温まり過ぎて熱い？　白い肌が、ピンク色になってる」

　胸の下側を手のひらで支えながら、湯面に膨らみを露出させた響生が訊ねる。

「へ、平気っ……」

　──す、すごく恥ずかしいっ……！　昨夜さんざん触られたり舐められたりしているけど、照明まで点いた明るい場所でまじまじと見られるなんてっ……！

「先っぽは──もともとピンク色だよね」

「っぁ……！」

　左右両方の胸の頂を、親指と人差し指で摘まれる。指の腹同士をくっつけるみたいにして、すりすりと擦るような愛撫に、鼻にかかった媚びた声がこぼれた。

「ちょっと摘んだだけで、両方とも硬くなってきた。気持ちいい？」

　刺激を待ち望んでいたみたいに、身体はすぐに反応した。痛みを感じる手前の絶妙な力加減によって、たちまち胸の先の形を変えられてしまう。

「こんなところで、だめだってっ……」

「煽ったのは真波だからね？　昨日の夜もそうだったけど……わざと僕がうれしくなるような言葉を選んでない？」

「そんなつもり──ぁ、それやめてぇっ……！」

「やめないよ。真波が気持ちよさそうだから」

　湯面に尖った胸の先が顔を出すかどうかの場所で、お湯をぱちゃぱちゃと弾かせながら先端を撫で擦る。まるで、舐められているときのような別の刺激が加わって、私の身体は徐々に悦楽に蝕まれていく。

　声の調子で、私が快楽に感じ入っているのが伝わったようだ。背後で響生がふっと笑う。

「……こっちも一緒にしてあげる」

「ぁああっ……！」

　──昨日さんざん快感を叩きこまれた耳を、響生がまた舐る。右耳の耳輪に歯を立て、舌を細かく上下に動かしながら、たまに吸い付いてみたり、舌先で優しくノックしたりする。

　その間も胸の先への愛撫は止まらない。湯面ぎりぎりのところで胸の先を下から優しく弾いてみたり、指の腹で押し込むように撫で回したりする。

　湯船の温かさと、天井からの温風の熱さもあり、だんだん頭がぼんやりしてきた。額にじんわりと汗すら浮かぶ。

「気持ちいい？」

「ん、気持ちいぃっ……」

　だから、普段ならはっきりとは伝えられないことも、ストレートに答えてしまう。蕩けた声は、まるで自分が発しているものじゃないみたいだ。

「かわいいよ、真波」

　愛撫されている耳から聞こえてくる響生の声も、だんだん熱を帯びてきているように思う。

「っ、響生っ、あのっ……」

「ん？」

「……あ、当たってるっ……」

　それを裏付けるように、私のお尻に響生のものが当たっていた。存在を誇示するみたいに、硬くそそり立ったそれが、ぐぐっと押し付けられている。熱いと感じるのは、単にお湯で温められてるせいではないだろう。

「反応するくらいは許してよ。真波がかわいいせいだよ」

　響生がちょっと困った風に言った。咎めるような意図はなかったけれど──でも、そうか。私に欲情、してくれているんだよね。

　昨夜は結局、私ばっかり気持ちよくなって終わってしまったし……なんだか、申し訳ない気がする。

「も、もしよければ、だけど」

　自分から申し出るのもどうかと思いつつ、私はおずおずと切り出した。

「──相変わらず下手だけど、響生の……私が気持ちよくしてもいい……？」

　彼と顔を合わせていないから言えたのかもしれない。

　……恥ずかしがってばかりではいけない。響生ともっと距離を詰めたいのなら、私自身も努力をしなければ。

「いいの？」

「うん。あの……そのほうが、私もうれしい、というか」

「……ありがとう」

　彼はそう言って、私の身体をきゅっと抱きしめてくれた。その所作だけで、胸が切ない音を立てる。

　響生はいちど立ち上がると、壁にもたれるみたいにして浴槽の縁に腰をかけた。私は彼の開いた脚の間に入って、膝立ちになる。

　──こんなに近くに響生のが……直視しにくい……。

「えっと……触っていい？」

　視界の端には捉えつつ訊ねる。すると響生がまた笑う。

「うん。そういうの、許可取らなくていいんじゃない？」

「そ、そっか。そうだね」

　雰囲気台無しか。私は頷くと、いよいよ視界に存在した響生のそれに焦点を合わせた。

　昔や昨夜の記憶よりもずっと逞しい屹立。重力に逆らって勃ち上がるそれは、皮膚よりずっと濃い赤褐色の表面に、影のように青い筋が浮かび上がっている。

　──大きい。こんなに大きかったっけ……？

　恐る恐る触れてそっと握ってみると、手のなかで剛直がぴくんと震えた。

　……すごい。指が回り切らないや……。

　って、怖気づいている場合じゃない。響生のこと、気持ちよくしてあげないと──

　まずは形を確かめるように指先を這わせる。切っ先から笠の部分、括れたところ、幹の部分をするりと撫で、根元の茂みへ。そこの膨らみも、優しく擦ったり、揉んだりしてみる。確か昔は、ここを触ったときに反応してくれたような……。

「っ……」

　響生の吐息の間隔が不規則になる。……よかった。反応してくれている。

　ちょっとだけ自信を得た私は、もう少し大胆に手を動かしてみることにする。左手で根元の膨らみを擦りながら、右手では幹を軽く握り込み、括れの部分に向かって滑らせる。括れに到達すると、その辺りを何度か優しく扱いて、また根元のほうに戻っていく。

「……っ、イイよ、真波っ……」

　響生が気持ちよくなってくれているのは本当みたいだ。切っ先に浮かんだガラス玉のような滴りが証明している。

　滑りのある滴りを手のひらにまとわせて再度扱き始めると、それまでよりも強い快感であることを示すみたいに、剛直がびく、びくと上向きに跳ねた。

　手を動かすことに一生懸命になり過ぎていたから、ここにきてやっと響生の顔を見る余裕が出てきた。

　──ほんの少し眉を顰めて、なにかに耐えるみたいな顔。

　……うれしい、気持ちいいんだ。それならもう少し頑張らなきゃ。

「っ、く……」

　つるつるした切っ先のカーブを手のひらで撫でながら、大きく全体を扱く括れたところから笠の部分に移行する。親指と人差し指の間で笠を引っかけてみたら、響生は腹筋にぐぐっと大きく力を入れて、生じる刺激をやり過ごしているようだった。

「……我慢とか、遠慮はしないで。響生にも気持ちよくなってほしいから」

　気持ちいいと思ってくれているのなら、その快感をもっとストレートに感じてほしかった。

　いい意味で、彼の余裕をなくすべく、上下する手の動きを速める。鈴口からは絶えず悦びの証が溢れているから、動きが最初よりもずっとスムーズだ。

　男性のものに触れるのは本当に久しぶりだったから、無我夢中だった。私は、手のなかのものが限界まで張り詰めてくるのを感じながら、響生の顔を見た。

　頬が紅潮して、切なげに眉根を寄せて──呼吸が明らかに乱れているのがわかった。まるで、これからやってくる大きな快楽を待ち焦がれているみたいな息遣い。小さくもれる声が掠れている。

「真波、少し離れてっ──……!!」

　やがて──響生が小さく叫んだあと、ひと際剛直が大きく膨れ上がった。そして先端から水鉄砲みたいになにかが飛び出る。

「ぁっ……!!」

　ちょうど笠の部分を撫でていた私の手が、そのほとんどを受け止めたけれど、叶わなかったものが、シャワーみたいに私の顔や胸に降り注がれた。そのおどろきで、私が小さく叫ぶ。

　──あ、熱い……これ、響生の──……。

　顔と胸、さらには手のひらから手首に滴っていく熱に固まっていると、息を弾ませながら響生が「ごめん」と言った。

「真波にかけるつもりはなくて」

「ううん、大丈夫だよ。気にしないで。……我慢しないでって言ったのは私だし」

　こういう形で着地するだろうと理解していたのに、響生は律儀にまた「本当にごめん」と謝ってきた。……全然、気にしなくていいのに。

　彼はひと足先に浴槽から上がると、私の手首を引いて、洗い場に出るように促した。

「──きれいにしよう。そしたら、こんどは真波が気持ちよくなる番だよ」

　……こんどは私が。響生の言葉に、私は胸の高鳴りを止めることができなかった。




　もういちどシャワーを浴びたあと、響生に手を引かれて寝室に戻る。と、彼はさっそく私の身体を組み敷いた。

「さっきのお礼、しないといけないから」

　恋人同士のような甘いキスをしたあと、彼は私の身体の至るところにキスをしてきた。首筋や胸元、脇腹、腰、太股、ふくらはぎ、果ては、脚の指の一本一本まで口に含んで。

「そ、そんなところ、いいよっ……！」

「真波にマーキングしたい気分なんだよ。だめ？」

「だめとかじゃっ……んぁあっ……！」

　足の指を根元まで口中に含まれて。舌で扱かれて。これまでに味わったことのない刺激が心地よくて、湿った吐息がこぼれてしまう。

「こういうの……真波のすべて、僕のものって感じがして、すごく興奮する」

　──それって、独占欲？　私を自分だけのものにしたいってことだよね？

　好きな人にそんなうれしいことを言われて、ドキドキしない女性はいないだろう。

「だからいっぱいキスさせて。僕の唇が触れない場所がないように」

「っ、ふ、ぅっ……！」

　膝の裏や太股を通って、響生の唇が鼠径部に到達する。

　私の両脚を割り、腰骨のそばから、だんだんとさらに敏感な場所を目指して下に降りてくる。

　──それっ……焦らされてる感じがして、お腹の奥が熱くなってくるっ……！

「早くイイところにキスしてほしい？」

「っ……！」

　思っていることを言い当てられて言葉に詰まる。

「ひくひくしてるの見えるよ……真波のここ、薄いから」

　そう言って彼に恥毛を撫でられる。

　──はしたなく刺激を求めているのがバレてしまっている。そんなところを至近距離で見られているなんて、恥ずかしすぎて死んじゃいそう。

　脚を閉じるより先に、響生が下腹部に顔を埋める。そして昨夜のように、敏感な場所を唇や舌先で愛撫し始める。

「んっ、はぁあっ、ぁああっ……！」

　入り口の縁をなぞるように、舌先でぐるぐると円を描いて舐ると、下から上へとゆっくり舐め上げ、隠れている感じやすい突起を露にする。

「僕もいっぱい気持ちよくしてもらったからさ。真波にも──」

「ふぁあっ……！」

　ちゅっ、と突起に吸い付かれた瞬間、びりっとした電気が全身を駆け抜けた。それから、彼がちゅうちゅうと吸い付くたびに、激しい悦びが強制的に送り込まれてくる。

「だめぇ、いきなりっ──……!!」

「だってここが真波の好きな場所なんでしょ？　……でもここだけじゃなくて、今日はナカも気持ちよくしてあげる」

　こんどは彼の長い指が、入り口の縁をゆっくりと撫でる。そこには、秘芽を刺激されたせいで淫蜜が滲み出ていた。

「ふ、ぅっ……ん、くぅっ……！」

「──もう濡れてる。やっぱりクリが感じやすいんだ」

　揶揄というよりは確認、という口調だった。彼は秘裂を往復し、とろみのある蜜を掬うみたいにして、指先に塗しつける。

「すぐに馴染むね。……指を挿れるよ」

　──指が挿入ってくる。私の身体はその台詞を聞いただけで不安になり、強張ってしまいそうになった。でも。

「あっ、あ……！」

　その前に、彼の指が慎重に分け入ってきた。

　微かな異物感。でも、不快ではなかった。難なく挿入できたことがわかると、響生は「もう一本増やすよ」と言って、中指と人差し指を挿入した。

「痛い？」

「う、ううんっ……平気」

「じゃあ……これから真波のナカのいいところ、探すからね」

「っ、ふぁ……！」

　ナカでゆっくりと二本の指を動かし始める。ナカは痛いというイメージが強くて、指を挿れられるときにちょっと怖いと思ったけれど、響生の配慮のおかげもあって痛みを感じずにいられるのはありがたい。

「っ！」

　ナカを擦られるうちに、お腹にきゅんと切なく響く場所があった。

　私がびっくりしてお腹に力を入れてしまうと、響生はそこが快感のポイントであると気付いたらしい。

「見つけた」

　顔を上げてこちらを見つめる響生の瞳が、いじわるに光った。私の様子を窺いながら、ナカに挿れた指の腹を、快楽に直結するその場所にフィットするように細かく動かしていく。

「こうやって、すりすりってナカ擦ってあげる。……気持ちいい？」

「あっ、あっ……！　それやだぁっ……！」

　指先がその場所に擦れ、通り過ぎていくたびにむずむずとした衝動が駆け抜ける。

「いやならこんなにナカから溢れてきたりしないんだよ。見て」

　そう促されて下腹部を見た。彼の指先が出入りするたびに、秘裂はぐちゃ、ぐちゃ、と淫らな音を立てながら、いやらしい蜜を吐き出している。

「──気持ちいいからぐしょぐしょになっちゃうんだよね」

「あぅ、あんっ！　はぁ……やぁ……！」

　彼の指先を、手のひらを濡らす淫らな蜜を恥ずかしいと思いつつ、彼の手によって快感を得ている、という状態を視覚的に知覚し、全身が燃えるように熱くなった。

　──響生にいじられて、気持ちよくなってるんだ、私っ……！

「クリと一緒にいじってあげる。そのほうがもっと気持ちいいよ」

　あろうことか、響生はナカを刺激しながら、唇で勃起している敏感な粒を食んだ。指先を細かく動かしながら、ちろちろと感じやすい突起に吸い付く。

　と、途端に快感が加速した。

　──あ、これだめっ……気持ちよすぎてなにも考えられなくなるやつっ……！

「響生っ、これ、本当っ……だめ、だよぉっ……私ぃ、こんなのっ……！」

「ナカも外も気持ちよくて、すぐイッちゃう？」

「ぁう、ぁあっ──いじわるっ……！」

　敏感な場所に吸い付いたまましゃべられるだけで、その振動が悦びにつながってしまう。

　蕩けた思考と口調で必死に訴えるけれど、響生は愛撫の勢いを弱めてくれない。それどころか、むしろ私の切羽詰まった声を聞き、さらに追い立てようとしてくる。

「イッていいよ。真波が気持ちよくイくところ、ここで見てるから」

「ぁ！　あぁ、はぁんっ……！　だめぇ……！」

　脚の間から、響生の視線を感じる。

　──響生に、ぐじゅぐじゅに愛液を吐き出す私の、指を二本も挿れられて広がった恥ずかしい場所を見られている。響生の愛撫に欲情して、どうにかなりそうな私を。

　……そんなの、恥ずかしくて──気持ちよくてっ……！

「もうっ──私、わた──……ふあぁあああああああっ……!!」

　足の先までぴんと力が入って、私は強い悦楽とともに高みに導かれた。

　──そのとき。下肢からなにかが勢いよく噴き出した。

「っぁ……なん、でっ──やぁあああっ……!?」

　こちらを見つめる響生の顔が、水のようなもので濡れていくのがわかるけれど、止められない。

　──やだ、私、なんか出てっ……しかもシーツまで汚しちゃったっ……!?

「ご、ごめん響生っ、わ、私っ……なんでっ……!?」

　恥ずかしさと申し訳なさでこのまま逃げ出したいけれど、身体に力が入らず、それも叶わない。私はいたしかたなく、両手で顔を覆った。

「いいよ全然。これでおあいこでしょ」

　響生は優しい声で言うと、私の両手を解いた。それからベッドの枕元からティッシュペーパーのボックスを引き寄せ、顔や前髪を拭く。

　おあいこ……さっきのバスルームでのことか。

「真波も。……きれいにしてあげる」

　彼がさほど気にしていないことを知ってホッとしていると、彼がティッシュを手にして言った。

「あっ、ううん、自分でするよ」

「いいから」

「……ありがとう」

　そこまでさせるのは悪い気がしたからいちどは断ってみたけれど、意外に響生は引かなかった。なので、ついさきほどまで彼の指先が埋まっていた入り口や、吸われたり舐められたりしていた入り口の上側を拭いてもらう。……うう、冷静になっているときだと余計に恥ずかしいかも。

「真波さ、ここまで気持ちよくなってくれたことって今までなかったよね」

　触れたところを清めたティッシュを手のなかで丸めながら、彼がふと気が付いたように言った。

「……そういう姿を見せてくれるのって、相手が僕だからだって思っていい？」

「……そう、だね」

　照れながら私が答えると、響生はうれしそうに笑ってくれた。

　──多分相手が響生じゃなかったら……好きな人じゃなかったら、こんな風に自分を委ねることができなかったかもしれない。

　彼への想いを再確認したとき、空気を読まない私のお腹がきゅるる、と鳴る。

「……お腹すいた？」

「あ……うん、ごめん、そうみたい」

　彼の部屋を訪れてから、食欲というものをいっさい忘れていた。頷くと、響生が枕元の時計を見る。

「もうなんだかんだでお昼だしね──支度して、なにか食べに行こうか？」

「え、あの……」

「外はいや？　デリバリーとかのほうがいい？」

「ううん、そういうことじゃなくて……」

　──どうしよう。こういうのはどうやって伝えたらいいんだろう。

　その……響生は、このまま私としたい……とは、思っていないのだろうか。

　さっきお風呂でいちど欲望を解放したとはいえ、今の間に彼のそれが反応しているのが見えてしまった。

　……それなら、そういう流れに誘ってきそうなものだけど……。

　響生は本当に食事をしに行くつもりらしい。思い出したみたいに「あ」と言った。

「真波、自然派志向のカフェ好きだったよね。近所にそういうお店があるんだ」

「え、本当？」

「大学のとき、よく誘われて行ってたな、って」

「響生はあんまりその手のお店好きじゃなかったよね。私が誘うから仕方なくついてきてくれただけで」

　玄米や黒米のご飯とあまり油を使わないメインと副菜の定食、もしくはライ麦や全粒粉のパンで作ったヘルシーなサンドイッチ……みたいな献立が好きな私。今会社でヘビロテしているキッチンカーのランチボックスのような、健康的な食事を提供する、素朴な雰囲気のカフェが昔から大好きなのだ。

　当然、デートでもそういうお店を選びがちだったけれど、響生は白いご飯にカレーやから揚げ、ハンバーグのガッツリメニューが好きだから、毎回ちょっと物足りなさそうにしていたっけ。

　……懐かしいな。誘っても断られた記憶はないから、そんなところにも響生の優しさを感じてしまったりして。

「あの店の前通るたびに、真波のこと思い出してた。多分、気に入るんだろうなって。……だから、久しぶりに行ってみる？」

「うん！」

　私は大きく頷いた。自分で意識している以上に、弾んだ返事だったのだろう。

　単純だけど、私のことを思い出してくれていたことがうれしい。

　私たちはそのカフェにランチをしに行くため、それぞれ準備を始めた。

　──結局その日の夜に別れるまで、響生は私の身体を求めてはこなかった。
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　二十二時。自宅に帰ってお風呂の湯船に浸かりながら、この丸一日の間に起きたできごとを思い返していた。

　……急展開に頭がついていかない。なんだか自分のことじゃないようにすら感じる。

　ランチして、大学時代の話をいろいろして……お店が混んできたから響生の部屋に戻ったけど、そういうことをするわけでもなく、コーヒーを淹れてもらって、会社の話をして……。

　で、気が付いたら夕食の時間になっていて。せっかくだし、軽く飲みにでも行こうって流れになり、駅の近くの居酒屋さんで飲みながらご飯を食べて、それでさよなら。

　すっごく楽しかったし、一緒にいる間は夢みたいって思ってたけど……こうして客観的にできごとを振り返ると、大きなクエスチョンマークが残った。

　響生はどうして私とセックスしなかったんだろう？　タイミングはいくらでもあったのでは、と思っている。

　まぁ……七年前にそれが原因で別れているけど、だとしてもあの雰囲気でセックスの誘いをかけてこないほうが不自然だ。

　面倒だったのかな。また『痛い』って拒まれたら、きっと男性側だって傷つくだろうし……。

　まぁ本当のところ、求められなくてホッとしている自分がいる。気持ち的にはもちろん彼に抱かれたいけれど、実質処女の私に、彼を受け入れる自信はなかった。

　いちどでいいから結ばれたいと思いつつも……また七年前のつらい思いを繰り返すよりはマシだったのかもしれないな。

　……にしても、お風呂であんなことしちゃうとはなぁ……。

　湯面に、昼間の浴室でのハイライトが映し出される。浴槽のなかで胸を愛撫されたり、響生のを口で気持ちよくしたり……。

　──だめだ。湯船に入ってるといろんなことを思い出しちゃう。早く上がろう。

　私は慌てて浴槽から出た。

　パジャマに着替え、髪を乾かして、さてそろそろ寝る支度をと思っているところで、スマホにメッセージが届いた。

　もしかして響生かな、なんて期待とともに、メッセージアプリを開けた。

　期待に反して、メッセージは大坂くんからだった。

『元気？　響生と一緒の職場はどう？　こないだ楽しかったよな。で、たまにはふたりで飲みに行かない？　っていうお誘いなんだけど。どう？』

　──ふたりでなんて珍しい。いったいどういう風の吹き回しだろう。

　私は不思議に思いつつ、ディスプレイに浮かぶキーパッドを操作する。

『サシ飲みなんてらしくないね。どうしたの？　悩み相談とか？』

　大坂くんはみんなでわいわいが好きなタイプだ。そんな彼が個人的な誘いをしてくるなんて、それくらいしか思いつかなかった。

　ほんの少しだけ。本当に、ほんの少ーしだけ。友情ではない好意の表れかな──と思わなくもなかったけど、大坂くんとの友達付き合いは八年以上に及ぶ。いまさら私をそんな目で見ているはずがない。

　それより今は響生だ。半分告白みたいなことを言って、私の好意は彼に伝わっているはずだし、彼も同じ感情を持っていると信じている。

　だけど別れ際、特にお付き合いをしようという話をしなかったのが、急に気になり始めてきた。

　もしかして、響生は私と恋人に戻る気はないってこと……？

　ううん。彼はそういう中途半端なことを嫌うタイプの人だ。同期のなかで女性関係にだらしない友人に対して、真顔で説教をしていたのを見たことがある。そんな人が、宙ぶらりんな関係を望むはずない。

　……私とお別れしてから変わってしまったというなら、根拠にはならないのかもしれないけど。

　余計なことを考えていると、あれこれと悩み出してしまいそうで怖い。今夜はもう寝よう。

　私は現実逃避をするみたいに、素早くベッドにもぐり込んだのだった。
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「砂川さん、例の看護師さんの紹介、まとまりそう？」

　あれから二週間後のオフィス。私のデスクにやってきた響生に訊ねられた。別の登録者へのメールの返信作業をいったん止め、顔を上げる。

「あ、えっと……今日ご相談しようと思っていたんですが、ご紹介先から金額の交渉があって。もう少し下げてくれないかって」

「これでも無職期間を考慮してかなり下げたんだけどな」

「これ以上は難しいですよね？」

　響生の反応から、厳しいという雰囲気は伝わったけれど、訊ねずにはいられなかった。

　病棟勤務を希望されている看護師さん。ご本人の希望にマッチする総合病院へのご紹介がまとまりかけていたのだけれど、直前になって病院のほうからもう少し安くできないかという旨の電話があったのだ。

　紹介会社というのは、紹介先から、労働者ひとりに対して想定年収から決まったパーセンテージを報酬としてお支払い頂くことになっている。年収の高い医療系ともなると、三桁万円の金額が動くことも珍しくない。

「会社で定めた基準に基づいた金額ですし、そもそも報酬のパーセンテージについてもご説明させて頂いたあとなんですが……やっぱり納得がいかない、の一点張りで」

　すべて決まりかけて直前でゴネられてしまう、というのもたまにあることらしいのだけど、私の対応のせいで決まるはずだった紹介を破談にしてしまうわけにもいかない。

「そうだね。……うーん」

　響生は口元に手を当て、ちょっと考えてから、頷いた。

「わかった、じゃあ僕が代わりに対応するよ。先方の窓口に、僕から連絡させてもらうことを伝えてもらってもいいかな？」

「ありがとうございます。助かります」

　私はその場で深々と頭を下げた。

　響生に対応してもらえるなら間違いない。他の先輩方から聞いた話だけれど、彼は金額にまつわる交渉ごとに強いらしく、これまで何度もこじれそうになった紹介をまとめてきたのだという。

「いや、大丈夫」

　なんでもない風に彼が言い、自分のデスクに戻った。私のデスクから、ふたつ先の向こう側。

　──本当に助かった。この件の担当者は年配の男性で、話をしているとすぐに口調を荒らげてくるので、電話を受けるのがちょっと憂鬱だったのだ。

　営業の仕事はそういう顧客にも笑顔かつ冷静に対応しなければいけないし、そんなのいちいち気にしていてはやってられないのだけれど、私も人間だ。態度にこそ出さずとも、気が滅入るくらいは許してほしい。

　まだ入社して一ヶ月半だけど、響生はこんな感じに困っているとすぐに助けの手を差し伸べてくれるし、本当に頼りになる。

　彼のすごいところは、私が知り合いだからとかいう理由でそうしてくれているわけではなく、チームの他のメンバー全員に同じフォローをしていること。チームリーダーとはいえ、全員に目が行き届いているというのが素晴らしい。

　だからチーム内での彼の評価も、非常に高いものなのだ。今のところ、彼の悪口を言っているメンバーはひとりもいない。むしろ、『宇津見さんのチームで本当によかった』という声ばかりだ。脱帽する。

　メールの返信作業に戻ろうとしたとき、パンツスーツのポケットに入れていてたプライベート用のスマホが震えた。

　うちの会社は、顧客とスマホのメッセージ機能で連絡を取っていることも多いので、勤務中にスマホをいじっていても咎められにくい傾向がある。

　誰からの連絡だろうと確認すると、響生だった。ちょっとおどろいて彼のデスクを見た。視線がかち合うと、自身のスマホを手にした彼がいたずらっぽく笑っている。

『週末、なにか予定はある？』

　もしかして、という内容に、胸がときめく。すぐに返信をする。

『これといってはないよ』

『なら泊まりに来ない？』

　響生からの返事もすぐに返ってきた。

『うん。行きたいな』

　なんとなく予想していた内容だったので、私もすぐに打ち返す。

『真波、この間観たい映画があるって言ってなかった？　それ行こう』

『わ、うれしい！　響生がよければそうしたいな』

『大丈夫だよ』

　その返信のあと、響生がスマホをデスクに置いた。ここからは仕事に戻るという合図なのだろう。だから私も、自分のスマホをポケットにしまう。

　──よかった。今週末もまた響生と過ごせるんだ。

　今ならさっきの苦手な顧客にもノーダメージで対応できそうな気がした。それくらい、心が躍っている。

　私と響生の関係は、二週間前からほとんど変わっていない。「付き合おう」と言われたわけでもなく、会社では距離感のある付き合いを徹底しているから、誰も私たちが今も親しくしているなんて知らないだろう。

　先週も響生に誘われて、彼の家に泊まった。けれど、飲み会の日とほぼ同じ感じで、いちゃいちゃはするけどセックスはなし──で、夜にご飯食べてまたね、という展開。

　私は響生がなにを考えているのかわからない。彼はいったい、どういうつもりで私を誘うようになったんだろう。

　本人に訊けば済むんだろうけど……それを簡単には訊けないのがまた難しい。

　たとえば響生がただの気まぐれで、都合よく人肌の恋しさを紛らわせてくれる女性が必要だっただけなのだとしたら……そんな関係は終わらせるべきだとわかっているのに、きっと誘われるたびにまた彼の家に行ってしまいそうな自分がいる。

　だって好きだから。飲み会の夜から丸一日、響生と一緒に過ごしてよくわかった。

　私はまだ響生を引きずっている。今まで付き合った男性とセックスが上手くいかなかったのは、初めては響生がよかったっていう後悔も一因だったのでは、とさえ思う。

　だからこそ一歩踏み出したい。踏み出したいけど……いつも痛がっていた私のほうから「セックスしないの？」なんて訊くのも変な気がするし、仮にそうなったとしてまた上手くいかなかったら、いよいよ立ち直れなくなりそう。

　──でもなぁ……こんな中途半端なこと、絶対よくないよなぁ……絶対……。

　お付き合いするって、やっぱりちゃんとした告白とかをするものだよね？

　……そういえば昔、響生とどうやって付き合い始めたんだっけ？

　そもそもどっちが告白したんだっけ。というか、告白らしい告白ってあったんだっけ？

　あぁ、なんでそんな重要なことを覚えてないんだろう。

　時の流れは残酷だ。大切な思い出だったろうに、過ぎ行く日々の途中でなくしてしまったまま、手がかりさえも残しておいてはくれなかった。

　……いや。彼を忘れるために、敢えて手放したのかもしれないけれど。

　仕方ない。おとなしく仕事に集中するか──





　◆◇◆






　終業時刻が過ぎて退勤する。会社の最寄り駅の改札を潜る直前に、手にしていたスマホが震えた。メッセージだ。

「……大坂くん？」

　いちど手前に戻り、行き交う人たちの邪魔にならない壁際に移動する。

『お疲れ～。今、砂川の会社の近くにいるんだけど、空いてたらメシでも食わない？』

　──まただ。最近、多いんだよなぁ、大坂くんからのこういう連絡。

　この二週間で三回、この手の連絡があった。平日に二回、休日に一回。

　最初に連絡が来たときは、他人には言えない相談ごとでもあるのかと思って心配したのだけど、それとなくメッセージで探ってみたところそういうことではないらしい。

　じゃあなぜ？　と思いつつ……大坂くんの言う通り、ふたりで会おうという気にはなれなかった。頭のなかに、どうしても響生の姿がチラついてしまうのだ。

　たとえ昔からの友人でも異性なわけだし、響生を差し置いてふたりきりで会うのはいけないことのような気がした。

　──ごめんなさい。またこんどでもいいかな？

　毎回似たような返事をするのが悪いと思いつつ、そうするより他ない。ウインドウにメッセージを打ち込んでいると。

「あ、砂川じゃん」

　私の目の前に、見覚えのある白のモッズコートを着た人影が立ちはだかった。

「今連絡したところだったんだけど、見た？」

「あ、うん……」

　その人物──今まさにメッセージを返そうとしていた彼が、にこにこと楽しげな笑顔で訊ねてくる。その勢いに押され、私は戸惑いながら頷いた。

「寒いし、鍋でも食べに行こうぜ。駅前にいろいろ飲食店が入ってるビルあるし、ひとつくらいそういうところあるっしょ」

「ごめんね、今日ちょっと都合悪くて……」

　彼は自分のペースに他人を巻き込むのが上手い。早々にその雰囲気に乗せられそうになったので、私は慌てて小さく首を横に振った。

「あ、そうなんだ。じゃ今日じゃなくてもいいよ。いつにする？」

「……えっと」

　そんな満面の笑顔を見せられると断りづらい。

　とはいえ、ここは角が立たない程度に、はっきり言ったほうがいいのかもしれない。私は覚悟を決めて、彼の目を見つめつつ口を開いた。

「大坂くん、ごめん、本当にごめんね。私、彼氏じゃない人とふたりでご飯食べるのって、少し抵抗があって……大坂くんとご飯食べたくないとか、そういうことじゃないんだけど」

「じゃ、彼氏にしてよ。それならいい？」

「えっ？」

　彼の返答に耳を疑った。あまりの衝撃に、二の句が継げない。

　固まって反応できないでいると、大坂くんは柄にもなく、派手な茶髪を掻いたあと、咳ばらいをして続けた。

「ちゃんと言うわ。俺さ、実はずっと……大学時代から砂川のこといいなって思ってたんだ」

　──そんな冗談。と思ったけれど、彼の目は真剣だった。友達付き合いを始めてから今まで、彼のこんな表情は見たことがなかったかもしれない。

　……それだけはないと思っていたのに。

　彼は緊張感すら滲ませながらさらに続けた。

「もちろん今の、大人っぽい砂川もかわいいと思うけど……大学のころの、ピュアっぽいっていうか、飾らない感じの雰囲気に惹かれて。いい子だな、もっと仲良くなってみたいって。でもさ、そう思ったときにはもう砂川は響生の彼女だったし……さすがに友達の彼女にちょっかい出すのもなって思って、やめたんだよ」

　……知らなかった。大坂くんは大学のころから──響生と付き合っているときから、私のことを意識していたんだ。

「ふたりが別れたあとも、俺のほうが付き合ったり別れたりしてたしね。でもたまに会うたび砂川のことやっぱりいいなーって思うから、お近づきになりたいわけ。……だから付き合ってよ。もしくは、前向きに考えて。それならふたりでメシ食ってもいいでしょ？」

「大坂くん……」

　いつになく照れながら頭を掻く大坂くん。待ち焦がれていた告白を、まさか彼から受けることになるとは思わなかった。

「気持ちはありがたいけど……それでも、ごめんなさい。私、好きな人がいるから」

「それって響生？」

　ストレートな指摘にまた言葉を詰まらせると、大坂くんはちょっと困ったように笑う。

「やっぱりそうなんだ。こないだ久々に再会して、元サヤに納まったってやつ？　響生からはなにも聞いてないけど」

　口ぶりから、彼と響生は再び頻繁に連絡を取るようになったのだと推測する。私は「あっ」と小さく叫んだ。

「──響生には今言ったこと言わないで。私の一方的な想いかもしれないし」

　嫌われてはいないと思っているけれど、響生が私と彼氏彼女の仲になりたいのかどうかは不明だから。大坂くんを間に入れることで、今のどっちつかずの関係すら危うくなるのは避けたかった。……たとえずっとこのままだとしても、私は、響生とつながっていたかったのだ。

「ならなおさら俺にしなよ」

　──すると大坂くんが、私の背中に腕を回してきた。そして、耳元でこう囁く。

「響生じゃなくて俺にして。付き合ったら砂川のことめちゃくちゃ大事にするよ」

「ちょ、ちょっと、やめて」

　外だし、公衆の面前だし──だいたい、私は彼からのハグを望んでいない。大坂くんの胸を強く押すと、カラッとした明るい笑みを浮かべ、背中に回した腕をぱっと解いた。

「──あぁ、ごめんごめん。結論は今すぐ出さなくていいから、今日のところは出直すよ」

「あっ、大坂くんっ」

　彼はそのまま踵を返して、改札には潜らずに駅の外に向かって歩き出した。うしろ向きにひらりと手を振る。

「次はふたりでメシ食おうな。じゃっ！」

「…………」

　──言いたいことだけ言って、行っちゃった。

　ため息を吐いたあと、私は周囲を見回した。飲み会のため集合しているらしい学生の女の子たちが不自然に視線をそらしたのがわかる。……微妙に注目されていたみたいだ。大坂くんって声が大きいから、本人にその気がなくても周りに聞こえてしまうのだ。

　──彼には悪いけど、友人としか見たことがないから……お付き合いするとか、そういう対象には見れないや。ごめん。本当にごめん。

　その場で断るべきだっただろうか。でも、あれだけスピーディーにさよならされたら、言うタイミングを逃してしまっても仕方がないだろう。

『じゃ、彼氏にしてよ。それならいい？』

　再び改札に向かいながら、大坂くんの台詞が耳元で蘇った。

　これ以上ないくらいに直球な告白だった。彼が本当に私と付き合いたいと思っているというのがよく伝わってきた。

　……好きなら普通は、付き合いたいと思うものだよね。

　脳裏に浮かぶのは、未だに名前のない関係を続ける想い人だ。

　すごくわがままを承知で。『彼氏にして』って言葉は、響生の口から聞きたかったな。

　……あ。ちょっと待って。

『もし、本当に彼氏がいないなら……僕、立候補してもいい？』

　似たような台詞は聞いていたことを思い出す。でもあのときは酔っていたし、そのままお家にって流れだったから。響生が本気で言っていたのかどうかわからなくて……。

　──あぁ～……こうなるならあの場できちんと確認しておけばよかった！　私のバカ！

　帰宅ラッシュのホームに並び、電車の到着を待ちながら、私はついモヤモヤしてしまうのだった。





　■□■






『響生くん、おはよ』

　大学一年の、ある秋晴れの日。僕が講義室につくと、すでにいつもの場所に真波が座っていた。

『おはよう、真波』

　彼女に挨拶をしてから、そのすぐ前の席に座った。

『あれっ、今日大坂くんは？』

　この講義はいつも彼と──傑すぐるとふたりで受けている。となりにいるはずの傑がいないことを彼女が疑問に思うのは当たり前か。僕はバッグを横の席に置いてから、身体ごと振り向いた。

『寝坊で遅刻だって』

『だってこの講義二限目だよ？』

　二限の開始時刻は十時半。間に合うだろうと言いたげな彼女の視線に、思わず笑いがこぼれる。

『傑らしいよ。朝が極端に苦手みたいだから』

『朝っていう時間じゃないけどね』

　言いながら真波も笑った。僕は彼女の、表裏のない無邪気な笑顔が好きだった。

　……というか、砂川真波その人が大好きだった。同じ講義の、近くの席でなんどか会話を交わすうちに、別の講義も被っていることを知って、そこでも話すようになった。

　そのうち、傑も巻き込んで三人で会話することも増えて──彼女は僕を、親しみを込めて名前で呼んでくれるようになった。傑のことは名前で呼ばないのに、僕だけ。

　──もしかして、真波も僕のことが好きなんじゃないだろうか？　そんな妄想をせずにはいられない。

　……いやいや、それを妄想で終わらせるわけにはいかない。だから決めた。今日、僕は真波に気持ちを伝えよう、と。

『あ、そうだ真波。今日は講義何限まであるんだっけ？』

『今日？　五限までだよ』

『そっか。そしたらさ、少し僕に時間くれない？』

　今まで彼女にそういうお願いをしたことがない。だからか、彼女はきょとんとしていた。

『え、いいけど……なにかあるの？』

『ちょっと聞いてほしいことがあって』

『……？　うん、わかった』

　不思議がってはいたけれど、最終的には快諾してくれた。

『よろしく。また連絡する』

　僕は内心、緊張感を押し殺すのに必死だった。精一杯、いつも通りの自分を演じていたと思う。

　その直後、真波が自分のバッグを覗いてから、『あの』と口を開く。

『──響生くん。実は私ね、響生くんに渡したいものがあって……』

『うん？』

　彼女は通学に使っているらしいトートバッグから、手のひらよりひと回り小さい包みを取り出し、僕に差し出した。

『これ、開けてみて』

　なんだろう。セロハンテープを剥がして開けてみる。

『にゃにゃりーぬ……？』

　僕と真波が仲良くなるきっかけになった、ねこのゆるキャラのキーホルダーだった。トラ柄に黒いリボン、温泉にでも入ったみたいにとろんとした顔をしているにゃにゃりーぬが、右手に水色のハートを持っている。

『そう。この間高校の友達と旅行して。で、神社に行ってそこでもらってきたの。にゃにゃりーぬのお守り。響生くんに』

　真波がやけに小さな声でしゃべっているのは、僕がにゃにゃりーぬが好きなことを周りの男友達に隠しているからだと思った。年の離れた妹の影響でグッズを眺めているうちに、なんかホッとするタッチのイラストだと気に入ったけれど、大学生の男が『好き』と主張するものではないのは察している。

『ありがとう。まさか神社ともコラボしてるとはね。ちなみにこれ、なんのお守り？』

　キーホルダーを軽く掲げて礼を言ってから、そういえばと思って訊ねる。

『……れ、恋愛成就？』

　答えている本人が、ちょっと自信なさそうに語尾を上げて──そして、顔を真っ赤にしていた。

　それでわかった。自信がないんじゃなくて、照れているんだ。小さな声でしゃべっているのもきっとそのせい。

『あ、えっと……片方を好きな人に渡すと、その人との恋愛が成就するってやつなんだって。だから……使ってくれるかなって』

　自分のバッグから、悪いことでもしたみたいにこっそりキーホルダーを取り出した。僕にくれたものとほとんど同じ。違うのは、左手にピンク色のパートを持っていること。

『それって──』

　──真波も、僕のことが好き……？

『本当に、僕が使っていいの？』

　俯きながら、真波がこくんと頷く。

　──恥ずかしそうにしている彼女がたまらなくかわいい。

『大事にするよ』

　うれしさのあまり、にやけてしまうのをどうにか堪えつつ、僕はもらったキーホルダーをそっと握りしめた。

　……結果的に先を越されてしまった。せめてあとで、改めて告白ってやつをしないといけないな──なんて思いつつ、ふたりきりになったら、照れくさくていつもと同じ調子でしか話せなくなってしまったんだっけ。

　彼女が僕の恋人だったのは、大学一年の秋から大学二年の冬にかけて。わずか一年強だけれど、大学生だった僕たちにとってはとても濃い時間だった。その一年は、ほとんど一緒にいたと思う。

　世のカップルに比べて、恋愛におけるステップはゆっくりなほうだっただろう。それでも十分幸せだった。……最後の一線を越えようと試みるまでは。

　しきりに痛がる彼女の姿に、どうしても腰が引けてしまった。上手く行かなくて中断したあと、申し訳なさそうに『今日は無理かも、ごめん』と謝る彼女の顔を見て、『こっちこそごめん』と、繰り返し謝ることしかできなかった。

　原因は、どちらかといえば彼女ではなく僕にあると思っていたから。

　中学、高校と彼女はいたけれど節目で別れていて、セックスは初めてだった。僕が当時、そういうことはずっと一緒にいたいと思える人じゃなければするべきじゃないという、やや古風な考え方を持っていたせいだ。だから当然、触れ方も愛撫の仕方もスマートではなかっただろう。

　それに加えて──おそらくだけど、単純にサイズの問題もあるのではないか、と思う。

　意外と他人と比べる機会は存在するものだ。銭湯とか、宿泊先の大浴場とか、プールの更衣室とか。それらの記憶から、僕と同じように初めてであるという真波に、無理強いをするのは酷だし、可哀想だ。

　真波が好きだからセックスしたいけれど、彼女を傷つけたくない。

　なんども断念するうちに、相手が僕じゃなければもっと早い段階で悩みを解消できていたかもしれないのに、という思いが湧くようになった。いかに前戯で努力しても、毎回最後に苦痛を味わわせて終わるという流れに、僕のほうが耐えられなくなってしまった。もちろん、彼女への罪悪感で。

　だから『しばらくやめよう』と提案した。セックスなんてしなくても、真波としたいことはたくさんあった。観光地を旅行するとか、映画を見に行くとか、おいしいものを食べるとか。だからそこに固執することはないと思って。

　だけど、それから真波からの連絡の頻度が減った。他に何ももめごとはなかったから、その一件が理由である以外に考えられない。

　嫌われた。そう感じたから、僕も連絡の速度を落とした。そうして、大学三年に進級するころには、僕と真波は言葉すら交わさなくなったわけだ。

　真波と別れてから、何人か興味を持ってくれる女の子と付き合ったけれど、どうしても真波と比べてしまう自分がいて、いずれも僕のほうから別れを切り出している。

　やっぱり僕が好きなのは真波なんだ。恥ずかしそうに、恋愛成就守りのキーホルダーを手渡してくれた彼女。あのキーホルダーは、結局ずっと捨てられずにいる。どこかで彼女との縁がまたつながればいいと、無意識に思っていた表れかもしれない。

　自分の気持ちに気付いてからは、距離を置いていた大学の仲間とも連絡を取り合うようになった。そんなとき、傑に『人数合わせでどうしても』と呼ばれて行った飲みの席で、真波と再会するとは思わなかった。

　七年ぶりの真波はすごくきれいになっていて、一瞬見惚れてしまった。僕の好きだった純朴な雰囲気もどことなく残っているような気がして……うれしかった。

　うれしい偶然はさらに重なった。真波が同じ会社、同じ職場にやってきた。しかも、僕のチームに配属されたのだ。

　彼女との縁は切れなかった。この奇跡に心から感謝しつつ、僕はどうしても真波と距離を詰めたくて彼女の歓迎会で酔った彼女を送ることにした。

　そして告白をした。かつては先を越されてしまった告白。……真波は半信半疑みたいだったけれど、それを受け入れてくれて、ベッドをともにした。

　付き合い始めた直後に性急過ぎるだろうと考えなくもなかったけれど、もう大人なのだから、お互いの気持ちが揃っているなら問題ないだろうし、理屈よりも真波をほしい気持ちのほうが勝ってしまった。

　ただし同じ過ちは犯してはいけない。あの夜、彼女はいよいよというときに、微かに怯えていた。直感的に、セックスが怖いのだ、と思った。

　まずは僕との行為が気持ちいいものだと認識してもらわなければいけない。こんどこそお互いが負い目なく一緒に過ごせるように、時間をたっぷりかけるべきだ。真波はまた僕の彼女になってくれたわけだし、焦る必要はないだろう。

　それなのに──昨日、会社からの帰り、最寄り駅で、ほんの一瞬だったけれど、真波と傑が抱き合っているところを見た。僕は、おどろきのあまり目を背けてしまった。

　──どういうことなんだ？　ふたりが付き合っているなんて話は聞いていないし、そもそも真波の恋人は僕だ。

　せっかく想いが通じ合ったのだから、もう二度と真波を手放すつもりはないし、譲るつもりもない。もちろん、相手が傑であってもだ。

　日中、そのことばかり考えてしまって仕事が全然手につかなかった。このままではまずい。

　さまざまな考えを巡らせて悩むよりは、彼女に直接訊くほうがいいのだろう。




「真波」

　その日の帰り、退勤する彼女を追うようにオフィスの外に出た僕は、駅に続く大通りでうしろから声をかけた。

「……っ、ど、どうしたの」

「会社の近くなのにごめん。でもどうしても訊きたいことがあって」

　振り向いた真波がひどくおどろいていたのは、僕が彼女を名前で呼んだからだろう。確かに、社内の人間がいるとも限らない場所で無防備だった。でもそんな危機感が薄れてしまうくらい、僕は気が急いていたみたいだ。

「うん、なに……？」

　僕と真波は、人の流れに沿って、駅までの道を並んで歩き出す。

「昨日、傑と一緒にいたよね？」

　僕ははやる気持ちで早口にならないように、平静を装いながら訊ねた。

「……そうだよ。偶然会っただけだけど」

「偶然会っただけなのに、ハグなんてする？」

　真波が息を呑んだのがわかった。

「あぁ……見られてたんだ」

「どういう状況だったの。なんでそんなことになってたの？」

「…………」

　彼女が黙ったのは、答えたくないというよりは、僕の口調がキツいと感じたからだろう。言葉を発した僕自身も、存外に鋭くなってしまったと、内心で少し焦っていた。

　無言のまま駅に到着し、昨日傑が真波を抱きしめていた改札のそばを通りながら、ちょうど電車が出発したばかりのホームに到着する。

「あのさ……どうして響生が怒るの？」

　僕たちはホームのうしろの壁際で立ち止まる。と、真波が少しイラついた口調で訊ねた。

「男性ってやっぱり、自分と仲良くしてる女性が、他の男性に誘われたりしてるのを見ると面白くないものなの？」

「当たり前だよ。たとえ傑でも真波には触れてほしくない」

　自分の彼女に触れられるのをよしとする男はいないだろう。そういうつもりで言うと、

「でもそんなの都合よすぎるよ」

　真波の表情には怒りが湧き出ていた。彼女がこういう負の感情を表に出すのは、あまりないことだ。

「他の人に取られたくないなら、ちゃんと彼女にしてよ。こんなどっちつかずの関係、苦しいよ」

「……真波？」

「私たちの関係ってなに？　もういい加減にはっきりさせたい。響生は女の人とあとくされなく遊んだりするようになったのかもしれないけど、私は割り切ったりできないよ」

「ちょっと待って」

　僕はマシンガンのごとく放たれる彼女の言葉を遮って言った。

　……なにかがおかしい。

「もしかして、覚えてないの？」

「……なにが？」

　怪訝そうに訊ね返す彼女の瞳を見つめながら、僕が続ける。

「飲み会の帰り、『彼氏に立候補してもいい？』って訊いたよ。そしたら真波は、その──」

　ＯＫの意味でキスをしてくれた。……そう認識している。

「お、覚えてるよ。でも、それこそお酒が入ってたから、本気なのかわからなかったし。それ以降は、そういうこと言ってくれてないでしょ。だから、私たちってなんなんだろうってずっと考えてて……」

「…………」

　がっくり。自分でもそう聞こえてきそうなほど、身体の力が抜けていく気がした。

　──そうか。真波のこの様子から察するに、僕の気持ちはきちんと伝わっていなかった。付き合っていると思っていたのは、僕だけだったのだ。

「響生？」

　肩を落とす僕を不思議そうに見つめる真波に、僕は姿勢を正して頭を下げた。

「ごめん。僕はあのときちゃんと伝えたつもりで、それで満足してた。……真波がそんな風に思ってたなんて、ちっとも気が付かなかったよ。……申し訳ない」

　自分なりにしっかりと謝意を伝えてから頭を上げる。不安と期待とが入り混じった真波の瞳を見つめながら、彼女のひんやりとしている手を取った。

　僕はずるかったのかもしれない。昔そうだったように、自分の気持ちを明確に表さず、彼女の恋人になろうとした。好きだとも、付き合いたいとも口にしないままに。

　──彼女を失いたくない。こんどこそ、自分の言葉で伝えなければ。

「改めて言わせて。真波の彼氏に立候補したい。もういちど、真波と付き合いたい」

　彼女の手を握る自分のそれに、おのずと力がこもった。

「別れてからずっと好きだったよ。もちろん、今も。……もう、離したくない」

「響生……」

　震えた声で、真波が僕の名前を呼んだ。握り返してくる手の感触が心地いい。

「私もだよ、響生のこと忘れられなかった。私をもういちど、響生の彼女にして？」

　強張っていた真波の表情が、結び目を解くときみたいに、ふわりと緩んだ。

「……ありがとう。これからもよろしく」

　僕たちは、どちらからともなく微笑み合う。

　……これでやっと、あのころみたいな関係に戻れたわけだ。

　このいとおしい人は正真正銘、僕の彼女。胸の奥がじんと熱くなり、その熱が身体中を満たしていくような感覚がした。

「ちゃんと言えたの──初めてだったかも」

「え？」

「昔も、僕からははっきり言葉にしないまま、なんとなく付き合い始めたなって」

　脳裏に過ったのは、真波から恋愛成就のお守りをもらった、あのときのこと。告白っていうのは形式ばっていて照れくさくて、それを強要しない真波に、当時は甘えてしまっていたのだ。

「……そうなんだっけ。ご、ごめん……私、どうしてかそのときのこと、詳しく覚えてなくて」

　ちょっと考えるようなそぶりを見せつつ、真波は髪と同じ茶色に染まった眉を下げた。

　もう八年以上も前の話だし、記憶が薄れていてもおかしくはない。

　──あ。そうだ。

「ね、真波。これから時間ある？」

「うん。あるよ」

　彼女が頷くと、ホームでは電車が到着するとのアナウンスが流れた。その音にかき消されないように、彼女に耳打ちする。

「──いいもの見せてあげる。それを見たら、きっとすぐに思い出すから」





　◆◇◆






「あっ、にゃにゃりーぬ！」

　それを見せられた瞬間、閃光のように当時の記憶が蘇った。

「思い出した？」

　私は興奮気味に頷く。

「思い出した！　そっか、これ私があげたんだよね」

「うん」

　響生の部屋の玄関にあるシューズボックスには、鍵などの小物を吊り下げて収納できるスペースがあり、この部屋のスペアキーがかかっていた。スペアキーについていたのは、長年持ち歩いた故の勲章である細かな傷を負った猫のキーホルダー。右手には水色のハートを抱いている。

　これはまさしく、恋愛成就で有名な某神社の、にゃにゃりーぬのペア守り。

　大学一年の夏休みの終わり。響生への想いが募っていた私はそれを見つけた瞬間、響生にプレゼントしようと決めたのだ。

「まだ持っててくれたんだ」

　スペアキーごと手に取って、キーホルダーに触れる。

　──懐かしい。そういえば響生は昔から、自分の家の鍵を付けて使ってくれていたっけ。

「別れたら捨てなきゃと思ってたんだけど、できなくて。誰かさんは忘れてたみたいだけど」

「ご、ごめんって。だって、響生のこと早く忘れようって思ったから、思い出のものも近くに置かないほうがいいと思って」

　ちょっと拗ねた口調の響生にスペアキーを返しながら謝る。大学卒業を機に引っ越ししたし、心機一転するチャンスだと思って、うしろ髪引かれつつも処分することにしたんだった。

「でもさすがに、特別な思い出まで忘れる必要ないでしょ？」

　スペアキーを戻し、シューズボックスを閉めた響生がこちらを振り返って冗談っぽく訊ねた。

「言い訳のしようもないです……」

　響生は取っておいてくれたのに。自分がすごく薄情に思えてきて、ちょっとヘコむ。

「──でもいいよ。そのぶん、新しい思い出を上書きしていけばいいってことだから」

　彼はぱっと明るい表情に切り替えてそう言うと、私の手を取って室内に促した。

「こっち来て、真波」

　脱ぎっぱなしのパンプスを置いて、導かれたのは寝室。暖色灯の真下にあるベッドにすとんと座らされると、正面に立った彼が両肩に手を置き私の顔を覗き込む。

「こういうの、照れるけど──今日こそ、僕のものになってくれる？」

「っ……」

　つまり、いよいよ──ってことだ。改めて宣言されると、すごく恥ずかしいし、心臓のドキドキが止まらなくなる。

「部屋についてきてって言ったのは、もしかしてこれが目的？」

「っていうのも、多少はある」

　軽口の応酬をしたあと、私たちは声を立てて笑った。

「……うん。響生のものにして」

「わかった」

　頷いた響生の手によって、私の服が脱がされていく。コート、ジャケット、ブラウス、パンツ。自身もコートやスーツの上着を脱いだあと、まるで、花びらを一枚ずつ摘んでいくみたいに。

「あの、響生……よ、夜だし、シャワー浴びたいんだけど」

「ごめん。その時間すらもどかしいや」

　あっさりと却下した響生に、ストッキングを脱がされる。左足を抜いたあと、こんどは右足。その甲にちゅっ、と口づけを落とされた。

「こんどは絶対につらい思いはさせないよ。僕に全部任せてくれていいから」

「響生っ……」

　薄いブルーのブラのホックを外され、ベッドマットに横たえられる。ショーツ一枚の心もとない身体の上に、響生が跨る。

「好きだよ、真波」

「ふぁ……っ」

　耳元の髪を掻き分けられ、愛を囁いてくれたばかりの唇が右の耳たぶに吸い付いてくる。

「んぁあっ──響生っ……待っ……んんんっ……！」

　私の弱点であると気が付いてからは、響生はありとあらゆる愛撫の仕方で快感を与えようとしてくる。舐める、吸う、甘噛みする。それぞれ違った刺激が、ダイレクトに脳に伝わってくるみたいだった。

「待たないよ。だってこれされるの待ってたんでしょ？」

「んぅっ！」

　耳たぶを舌でじっくり味わいながら、響生の手が左胸の膨らみに伸びてきた。フェザータッチで膨らみの輪郭を撫でてから、次第に中心へと近づいてくる。色の境目を捉え、そこから胸の先をゆっくりと摘んだ。

「あとここ。触ってほしかったよね。耳と一緒に優しく触られると……声が抑えられなくなっちゃうね」

　右耳に落ちる声と連動して、胸の頂に触れる指先が妖しく蠢く。くすぐったいだけではない、甘美な感覚が胸の先からお腹の下に突き刺さる。

「ぁ、あはぁっ──気持ちいい、よぉっ……！」

「素直に言えて偉いね。気持ちよさそうな声で……あぁ本当に感じてくれてるんだって安心する」

　優しい声に酔いながら、ぶるりと身を震わせ、彼の与えてくる快感を享受する。触れられれば触れられるほどに、胸の先がきゅううと硬くなり、自身の感覚が鋭くなってくるのがわかった。

「響生っ……」

「だめだよ。脚うずうずさせたりして」

　響生が少し笑いながら言った。身体の中心が無意識に疼いてしまうのを指摘されて恥ずかしい。

「──そっちはもう少しあと。真波がちゃんとイけたあとだからね」

「っ……？」

　ぴん、と胸の先を優しく弾きながら、響生が続ける。

「多分、ここだけでイけそうだよ。最初よりもずいぶん反応よくなったから……なんどもこういうことして、感じやすくなったんじゃないかな」

「あ、っあっあっ──響生、それだめだよぉっ……！」

　勃起した胸の先を摘んで、優しく擦りつぶすみたいにして、くりくり、と左右に動かす。それだけで、下肢にきゅんきゅんと切ない感覚が弾ける。と同時に、湿った嬌声が堪えられずに発されて、ほんのりオレンジに染まった天井に反響する。

「自分がすごくいやらしい声出してるって自覚ある？　その声聞いただけで、僕けっこうヤバいかもしれないっ……」

　掠れて興奮を帯びた音色にぞくぞくする。欲情する彼の声すら、今の私にとっては身体を蕩かす快感の一部となっているのだ。

「先っぽすごく硬くなっておいしそう……こっちも舐めたい」

　劣情によってしこった蕾をもてあそびながら、響生が陶然としてつぶやく。けれどすぐ、私の顔を覗き込んでいたずらっぽく笑った。

「でも今は指だけで我慢して。こりこりで取れちゃいそう。僕に触られるのそんなに気持ちいいんだ」

「っ、はぁっ……うん……響生に触られるの……すごく気持ちいいのぉっ……」

　今の私は、羞恥心を感じるよりも快感に突き動かされ始めている。素直過ぎる感想が口をつくと、響生の瞳に欲望の炎が点り、燃えさかる。

「顔真っ赤にして喘いだりして……そんな顔見てると、たまらないよ」

　彼はそう言って、おざなりになっていた耳への愛撫に再び集中し始めた。

「っ、響生っ……ぁ、あ、あぁっ！　んんんっ！　ふぁああっ……！」

　耳輪をぐるりと舐められたあと、内側の窪みに隙間なく埋めるように舌で擦られる。ぴちゃ、ぴちゃ、と艶めかしい音に犯されながら、こめかみに近い弁状のでっぱりを唇で挟んで吸ったり、舌先で撫でたりされて──ただ耳を舐められているだけなのに、気持ちいいのが止まらない。

「ぁ、あ、あ、あ、あぁっ、はぁっ、響生っ……！」

　さらに響生は、両胸の先を同時に扱き始める。右胸の先もほどなくして左と同じようにいやらしく育ち、指先から送り込まれる乾いた刺激を激しい悦楽に変えて自分自身を高みに押し上げていく。

　──頭のなかまで気持ちよくて、も、わかんないっ──身体、熱いっ……！

「んはぁああああっ……！」

　かり、と耳たぶに歯を立てられ、私はあっけないほどの速さで頂点に上りつめる。

　──うそ、本当にここだけでイッちゃったっ……！

　自分の意思に反して勝手に背中がしなり、お腹を突き出したような状態になる。その隙に、響生はブラと揃いの薄いブルーのショーツに手をかけ、するりと下げてしまった。

「んぁあっ！」

　響生の唇は耳から胸元へ。右の胸の先をぱくりと口に含み、舌先で愛撫する。達したばかりの感じやすい身体に、新たな快感が叩き込まれる。

「やっとこっち舐められたね。勃起してて舐めやすい」

　ぷっくりと勃ち上がったその場所を、わざとちゅぱちゅぱと卑猥な音を立てて吸いたてる。反対側も同じように責めながら、ショーツを下ろした下腹部に指先を滑り込ませた。

「──下、触ってないのに大洪水だ。耳と乳首、そんなに気持ちよかった？」

「っ……！」

　──揶揄されても言い返せない。私、下半身はまったく触られていないのに、自分でも過剰じゃないかと恥ずかしくなるほど濡らしてしまっている。

「ほら見て、ドロドロ。お尻のほうまで垂れてきちゃいそうだね」

　わざわざ胸の愛撫を中断し、響生は私の両脚を軽く開いてその場所を眺める。

「や、だぁっ……恥ずかしっ……」

　響生の視線が突き刺さってくるようだった。前回までは、こんな明るい場所で見られたりはしなかった。小さく首を横に振ると、彼はいじわるく瞳を細めた。……ちょっといやな予感がする。

「恥ずかしがらなくていいよ。垂れる前に舐めちゃうから」

「っ……！」

　予感は的中した。響生は身体を足元のほうにずらすと、私の太股の間に頭を入れ、しとどに濡れる秘裂を舐め上げた。瞬間、得も言われぬ愉悦が身体の奥を突き抜ける。その一瞬では終わらず、入り口の襞を下から上へと通り過ぎたあと、また下から上へと繰り返し快感に弱い粘膜を嬲られた。

「ぁああっ！　だからぁっ……それ、だめなんだってばぁっ……！」

「だめとか言いながらしっかり感じてるくせに。クリもこんなに充血させてさ」

　快感を拾い上げるたびに、秘芽は膨張してその存在を主張し始める。響生は舌先に引っかかるようになったそれをつん、と思わせぶりに突いたあと、ためらいなく唇で吸い付く。

「んはぁあっ……！　いきなり吸っちゃ、やぁっ……！」

　吸いながら舌先で秘芽を転がされると、その鋭い悦びから逃れようとびくびく腰が動いてしまう。

「……吸いやすいように勃たせてるほうが悪いよ。ここ吸いながら、いつもみたいに広げるね？」

「っはぁっ──……！」

　愛撫しながらの不明瞭な発声で揶揄しつつ、岩場から湧き出る水かのような淫蜜を指先にまとわせて指を一本差し込んだ。抵抗感がないことを確認し、こんどはもう一本。重たい水音を立てて沈ませる。

「一本、二本はもう余裕だよね。あとは三本目が挿入るかだけど」

　これまでいちどに三本も挿れられたことはなかった。二本の指をなかでばらばらに動かされても痛いと感じたことはなかったけれど、もう一本増えてしまっても大丈夫だろうか……？

「ふわぁあっ……！」

　微かな不安が過ったところで、下肢を貫く刺激に変化が訪れる。それまで秘芽を舌先で弾いていた響生が、顔を上げた。

「わかる？　真波。三本まとめてゆっくりナカに挿入っていってるよ。ずぶずぶって、えっちな音立てて」

「っ……わ、わかるっ……」

　さっきよりも入り口を、ナカを広げられている。二本のときには感じなかった圧迫感により、眉間に力がこもる。

「今日は三本一緒に搔き混ぜてあげるね。たくさん感じて」

「あんんっ……！」

　──いつもと違う場所が擦れているのがわかる。その入り口のところ……ごしごしされるの、すごくイイっ……!!

「響生っ──あぁ、ふぅっ……そこ、やぁっ……！」

「このざらざらしてるとこ、気持ちいいんだね。もっと擦ってあげるね」

　私の声の質が変わったのを悟った響生が、その場所に狙いを定める。

「男の指が三本も挿入ったら、きっともう大丈夫だよ。ナカからたっぷり溢れてきてるし、入り口がくぱくぱして……『早く挿入ってきて』っておねだりしてるみたい」

　自分の下腹部から、ぐちゅ、ぐちゅ、と大胆な音。弱いところに触れると、お腹の奥が激しく疼いた。

　好奇心に駆られ、その場所を盗み見る。自分ではまさぐったことがない入り口に、彼の指が三本も同時に出入りしているのがたまらなく不思議で、欲情してしまう。

「──早く挿れてあげたいな、僕の……想像して。今挿入ってる指が、僕のアレだと思ってっ……」

「っ……！」

　今挿入ってる指が──この手で触れたことのある、硬くて熱い、響生のもの……？

「真波はわかりやすいね。ここもっと濡れてきたよ」

「だってっ……響生が言うからっ……」

　──想像して、なんてドキドキすること言うからっ……ついその気になってしまった。羞恥と快感に煽られて、全身がカッと熱くなる。

「こんなにびしょびしょにして、ほしがって……お望み通り、イかせてあげる」

「ぁっ、あっ、やぁあっ!!」

　指の動きが速くなった。響生が再び秘裂の上の突起に吸い付き、快感を上乗せしてくる。

　──そんなにいっぱい吸われたら、なにも考えられなくなるっ……！

「んんっ、それずるいよぉっ……！」

「ずるい？」

　襲い来る忘我の恍惚に思わずそう詰ると、響生が笑み交じりに訊ね返してきた。そのとき微かな振動でさえ、私を高みに導くためのスイッチになり得るというのに。

「だってこんなっ──……こんなのすぐっ……！」

　──イッちゃうよっ……!!

「～～～～っ……!!」

　私は身体がびくびくと波打つのを感じながら、絶頂に達した。響生は頭を上げ、愛液塗れの指先を引き抜いた。

「どっちでイったの？　外、それともナカ？」

「わ、かんないぃ……りょう、ほう……？」

　どっちがよかったなんてジャッジする余裕はなかった。とにかく急流を下るかのごとくスピードで行きついてしまった、というか。

　……身体に力が入らない。のに、胸はドキドキしてて、お腹の下もすごく熱い……。

「かわいいよ。とろとろに蕩けた顔……すごくかわいい」

　視界に響生の整った顔が映り込む。やっぱりカッコいいな、とぼんやり思っていると、彼に唇を奪われた。唇の感触を確かめるようなソフトなキスを交わしたあと、響生が真面目な顔を作って口を開いた。

「いまさらなんだけど、一応──」

　響生がやや不安そうに、一瞬目をそらした。……やけに改まって、どうしたのだろうか。

「傑とは、なにもないよね？」

「な、ないよっ。……ふたりでご飯食べに行くのすら躊躇してたくらいだもんっ。あのハグだって、大坂くんが急にしてきただけで──」

　心当たりのないことを責められているような気になって、私はつい捲し立てる。すると、響生はそういうつもりじゃないとばかりに素早く首を横に振った。

「あ、だから一応。疑ってないよ。僕が安心したいから訊いただけ」

　彼はそれから、私の前髪を掻き分け、少し汗ばんだ額にキスをした。そしてまた熱っぽく見下ろしてくる。

「……傑が真波のこういう顔を知ってたら、すごく妬けるから」

「響生……」

　やきもちを焼いてくれるのは、ただただうれしい。私は愛しさが募って、彼の背中に腕を回してぎゅっと抱きしめる。

　──大丈夫。私にはずっと響生だけだから。今までも、これからも。

「そういう意味でも、真波を僕だけのものにしたいよ」

「うんっ……」

　耳元に、じれったいような響生の声が響いた。

　彼は起き上がると、ベッドのそばにあるチェストから避妊具のパッケージを取り出した。そして、逞しく隆起する自身に装着し、私のもとへ戻ってくる。

「真波」

　名前を呼ばれてまたキスをする。微かなリップ音を残し、彼の唇が離れていく。

　──胸がドキドキを通り越して、バクバクしてる。

　再びこんな瞬間が訪れるなんて夢にも思ってなかった。というか、もう私には男性とセックスなんてできないんじゃないか、とさえ悲観していたから。

　響生の手が首筋を撫で、胸の膨らみを撫で、脇腹を撫で──さんざん蜜を吐き出したぬかるみを、指先で確かめる。

「んんっ……！」

「あのさ、真波。ひとつだけ約束して」

　愛しい人が私の目をじっと見つめる。

「時間をかけて慣らしたとは思うけど……痛かったらちゃんと言って」

「……私は大丈夫だよ」

　こんどこそ、痛みごと彼との行為を享受しようと決めていた。そうでなければ、私たちはずっと前に進めないままだ。

「いや……痛いと思うのは、真波のせいだけじゃないから」

「……？」

「あのころは恥ずかしさと申し訳なさでちゃんと言えなかったけど……物理的な問題かもしれないってこと。……わかる？」

　──物理的な問題……つまり、大きいから、ってこと？

「っ……わ、わかる……」

　──なんとなく、うっすら、気付いてはいた。私の場合、判断材料はとても少ないけれど、それでも響生の言う物理的な問題が頭を過らなかったわけではない。

「それに女の子の悦ばせ方とか、全然わからなかったから……真波に申し訳ないことした。ごめん」

「ぜ、全然っ」

　項垂れる響生に、私は大袈裟なくらい首を横に振った。

「それこそ響生のせいじゃないよ。私たち、そういう経験なかったんだから」

　彼をフォローしながらふと気付いた。

　……そうか。私は自分のせいだとばかり思って落ち込んで、罪悪感を覚えていたけれど──響生も理由は違えど、同じ気持ちだったんだ。

　私たち、恥ずかしがらずにもっと話せばよかったのかもしれない。何回失敗してもセックスをしようと試みたのは、それだけお互いのことが好きだったからなのに。

「響生、来て。私のこと……響生でいっぱいにして……？」

　そこまで好きだと思える相手と出会えたことに、胸が打ち震える。その衝動のまま、甘えるように彼を見上げ、せがんだ。

「真波──」

　彼が私の両脚を折り、ピンク色に濡れるその場所を露にした。

「っ、ひぅっ──……」

　薄膜に覆われた切っ先が、入り口に宛がわれる。秘裂の窪みを遊ぶように上下されると、擦れて気持ちいい。その快感を追って、自らも腰を上下してしまう。

「……これ好き？　またいっぱい溢れてきたね」

「んぁ、はぁっ……あんっ……」

　先端の曲線で襞を撫でられ、敏感な突起を押し上げられる。熱い蜜と快い痺れが溢れて、甘く切ない刺激を得ることに夢中になる。

　しばらくその悦楽を味わっているうちに、彼の怒張に劣情の滴りが塗された。

「そろそろ……挿れるねっ……」

「んんんっ──……！」

　入り口に押し当てられ、ぐっと力をこめられる。

　指とはまったく違う感触だった。大きくて、硬くて、弾力があって、なにより熱くて。響生が腰を押し付けるたびに、入り口の襞をめいっぱいに広げて、雄々しい屹立が少しずつ挿入ってくる。

「ぁ、あはぁっ……」

　恐れていた痛みはほとんどなかった。その代わりに、圧迫感がすごい。彼がそこに挿入っているのだという感覚が、一瞬たりとも休まずに存在する。なにも食べていないのに、お腹がいっぱいになってしまったような。

「ごめん。つらい？」

「っ……ううん、平気。だから、止めないで」

　つらくないと言えばうそになるけれど、せっかく大好きな人とひとつになれるチャンスなのだから、止めたくなかった。

「……わかった。あと半分だから──頑張ってっ……」

　彼も私の意を汲んでくれたみたいで、奥を目指して少しずつ、でも着実に剛直を突き入れてくる。

「んはぁ、んんっ……！」

　圧迫感とともに、擦れるところがぴりぴりする。でも、十分に濡れているせいなのか、はたまた彼が時間をかけて解してくれたおかげなのか。かつて経験したような、裂けるような痛みはなかった。

　やがて──私のナカを限りなく響生に塞がれた。

「時間がかかったけど……やっと、ひとつになれたね……真波」

「うんっ……！」

　──やっと。七年越しに想いを遂げることができた。感極まって見つめ合い、私たちはキスを交わす。

「平気？　……今日は、ここで終わりにしてもいいよ」

　痛い思いは極力させたくないと思っているのだろう。気遣わしげに訊ねる彼に、私は首を横に振った。

「ううん。このままして。少しずつだけど慣れてきたし」

　お腹がはち切れてしまいそうな圧迫感は時間が経つごとに緩んできた。それに。

「……もう少しだけ、響生のことを感じたい、っていうか……」

　私の身体の奥から、まったく別の感覚が湧き出るのを感じていた。質量いっぱいに広げられることで、感じやすい場所も一緒に圧迫されて、擦れている。その刺激を感じてみたい──という、身勝手な欲望。

「いいよ、ゆっくりするね……っ」

「んぁあっ……！」

　響生が腰を引き、抽送を開始する。大きなものがずるりと抜け出て、また押し込まれるみたいにして戻っていく。その大きさゆえ、浅いところにある性感帯を掠められ、私の唇からもれるのは苦痛ではなく歓喜の喘ぎだった。

「ここ感じるんだ？」

「あっ、はあっ！」

　奥深くに彼の切っ先が収まったあと、さらにぐっと強く腰を押し付けられると、身体の中心がじんと痺れるような独特の快感が走った。

　──これ、気持ちいい……こんなの知らなかったっ……！

「そっか、気持ちいいんだ。よかった」

　私の様子を注意深く伺いながら、響生自身も悦楽の真っただ中にいるらしい。呼吸を荒くし、時折表情を歪ませながら喘ぎを噛み殺している。

「──僕もすごく気持ちいい……ナカの襞が絡みついてきてっ……」

　細かな律動を繰り返すほどに、響生の吐息に淫靡な熱がこもる。言葉通り、彼が今強い快感に支配されているみたいに。

　ぐちゅ、ぐちゅ、と、ひと突きごとに媚肉が柔らかく解れていく感じがする。たっぷりの蜜に塗された粘膜は、擦れるたびに互いの官能を刺激して、この行為が七年越しの苦難であったことを忘れさせていく。

「もう少し、激しくしてもいい？」

　私は頷いた。きっとそれでも厳しい痛みを感じることはないだろうという予感があったから。

　響生はそれまでの短いストロークを止めると、切っ先のぎりぎりまで引き抜いてから、大きく腰を動かしてナカに突き入れた。

　──あ、すごい……ナカでいっぱい響生のが動いてるっ……！

　入り口擦れて、下半身がきゅんきゅんしてっ……！

「あー……これすごいっ……ヤバいくらい、気持ちいいっ……！」

　響生のほうも強い快感を覚えているらしい。だんだん、腰を押し付けるまでの時間が短くなっていく。

「ごめん真波。真波も気持ちよくなって」

「んぁああっ……！」

　響生は怒張を激しく打ち付けながら、片手を剥き出しの秘芽に伸ばし、ぐりぐりと刺激する。

「それ、だめだってばぁっ……！」

　ここをいじられるとすぐ気持ちよくなっちゃうの、知ってくるせにっ……！

「っ、はぁっ……ごめん、僕もうイきそうだから……真波にも、一緒にイッてほしくてっ……」

　蕩けるような快楽に呼吸を弾ませ、響生が言う。

「だって初めてセックスが上手く行ったんだから、最高に気持ちいい瞬間もふたりで分かち合いたいじゃない……？」

「……うんっ」

　──そんな風に思ってくれたんだ。それだけで、私はうれしいよ。

　私も響生と一緒に気持ちよくなりたい。響生とふたりで、最高の快感を分かち合いたいっ……！

「ぁ、あ、あんっ！　響生っ……！　大好きっ……！」

　大好きな彼が自分の身体を貫いている。その興奮と、神経に直接触れられているような激しい快感とで、目がくらみそうになる。

「僕も好きだよ、真波っ……！」

　猛々しい抽送ののち、響生が最奥を突いたとき──彼が、私の勃起した秘芽をきゅうっと摘んだ。

「ぁあああああああっ……!!」

　私のナカが激しく収縮した。その刺激により、響生の剛直が膨張する。

「っ……!!」

　刹那、私の身体の奥深くで熱いなにかが爆ぜた。初めての感覚なのに、その温もりをなぜかいとおしいと思える。響生の身体が、胸に重なってくる。

　──あぁ。やっとひとつになれたんだ、私たち。

　絶頂の余韻に浸りながら、私はまだ貪るように呼吸を繰り返す響生の髪を優しく撫でたのだった。
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「──そういうわけで、僕たちまた付き合うことにしたんだ。真波から傑のこと聞いて、ちゃんと伝えておこうと思って」

　──後日。響生の招集で、私と大坂くんと三人で顔を合わせることとなった。

　場所は私たちの会社の最寄り駅にあるデザイナーズカフェ。なるべく会社のそばでは一緒にいるところを見せないようにしているけれど、反対側の出口だし、大坂くん含め三人だから大丈夫だろう、との判断のようだ。

　木製のどっしりした丸テーブルに、私、響生、大坂くんがそれぞれ腰を下ろしている。私は大坂くんのほうに身体を向けた。

「大坂くん、ごめん。大坂くんのことは友達として好きだけど……ずっと響生のことが忘れられなかったの。それで飲み会で偶然会って、同じ会社で働くようになって……やっぱり響生が好きだって再確認した、というか」

「あー……やっぱちょっとマズい予感はしてたんだよな、俺も」

　明るく、いのいちばんに話し出すタイプの大坂くんは、それまでずっと黙りこくっていた。私の言葉を受け、彼はいつもと同じような快活な笑いを交えて言った。

「──大学時代のふたりって、全然割り込む隙なかったんだよ。人数合わせとはいえ、そんなふたりをわざわざ引き合わせるような真似して、俺もなにやってんだか」

　私たちふたりを見比べ、自嘲的な笑いをこぼしたあと、大坂くんがまた黙る。無理して明るく振る舞ってくれているのは、火を見るよりも明らかだった。

「ごめん」

　そんな大坂くんに響生が小さく頭を下げた。

「響生が謝ることじゃないじゃん。大丈夫、わかってる」

　大坂くんは響生の所作を止めるように片手を差し出してから、ふっと寂しそうに笑う。

「砂川のことも好きだけど、響生も大事な友達だからさ。そのふたりがまたくっついて幸せになるっていうなら、それはそれでうれしいよ」

「傑……ありがとう」

　それまで表情をこわばらせていた響生がホッとした様子でそう言った。仲のいい友人の大坂くん相手には言いづらかっただろうに、『だからこそはっきり言うべきだ』と考えたようだ。それだけに、大坂くんの反応がうれしいのだろう。

「だから、礼を言われるようなことでもないじゃんって。……今日呼び出しがかかった時点で、そういう展開かなーって覚悟してたから。マジで気にすんな」

　大坂くんはニカッと歯を見せて笑い、響生の背中を叩いた。

「痛っ」

　──ちょっと力が強すぎたようだ。響生がさりげなく自身の背中を擦っていると、大坂くんが天井を見上げるようなしぐさをする。

「しっかし……七年だぞ。そんなに経っても忘れられないもんなんだな、お互い」

「それだけ真波のこと、真剣に好きだってことだよ」

　響生が淀みなく言った。

「……そうだね。私も真剣に好きだよ」

　誰に促されるでもなく、唇から自然にそうこぼれる。

　響生が好き。誰よりも好き。彼と再びお付き合いを始めてから、失っていた大切ななにかが戻ってきたような気がして、満ち足りた日々を送っている。

　予期せぬ越えられない壁の出現により、一時は別々の道を歩むことにしたけれど……そんな空白期間でさえ彼のことを考えていたのだから。最初から、他の人が入ってくる余地なんてなかったのかも。

「おいこら。失恋した俺の前でのろけるなよ～」

「あっ、ごめんねっ。無意識だった……」

　大坂くんの突っ込みにはっとした。のろけのつもりはなかったんだけど。

「……それはそれでごちそうさま」

　呆れた風にため息を吐く大坂くんを見て、響生がおかしそうに笑った。

　私はそんな響生の横顔を見て、どうしようもなくときめいた。

　数か月前の私は、こんな未来を想像できていただろうか。大好きな人の笑顔を、こんな近くで眺めることのできる未来。大好きな人と想いが通じ合う未来。

　響生がふとこちらを見た。凛々しくも優しい瞳が笑みに細められる。

　七年分の隙間を埋めながら、なお余りある愛情を彼に注ごう。私は心のなかでそう誓ったのだった。
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　こんにちは、もしくはこんばんは。小こ日向ひなた江え麻まです。

　この度は、濃蜜ラブルージュさまで九作目となる『エリート同期の元彼に甘く淫らな寵愛を刻み込まれて　～抑えきれない独占欲は再会のあとで～』をお読み頂きありがとうございます！

　思うように身体の関係を結べずに別れてしまった元カレとの再会愛、がテーマの作品でしたが、いかがでしたでしょうか？

　ヒロインの真波も、ヒーローの響生も、お互いを好きなまま気まずくなって、一度は別れを選択しましたが、職場が一緒になるという偶然も手伝って再び恋人同士に戻ることができました。このハッピーエンドには、真波を会社に誘った須賀先輩が大きく貢献していることを明記させて頂きます（笑）

　作中ににゃにゃりーぬという猫のキャラクターが出てきます。かわいいもの好きの男子っていう設定について、あまり今回は活きていませんが、好物だったりします。

　しかもそれを好きだって口に出して言わないで、妙に隠してる感じとか好きですね！　むしろかわいいキャラが好きな君がかわいいというか……！　あまり他の男の子と被らなそうな趣味であるところも、秘密を共有している感じがしてよきです。

　好みといえば、私はどうもエリート同期ものが好きなようで、書きたいなーとぱっと思い浮かぶ設定のなかではいちばん多いかもしれません。やっぱりヒロインとかかわる機会が多いほうがヒーローの人となりもよく見えるし、魅力的な部分も伝わりやすいからでしょうかね。今後もエリート同期の作品を増やせる機会があるといいなと思いつつ……。




　毎度ながら、今回も楽しく自由に書かせて頂きました。担当さま、編集部のみなさま、いつもご指導ありがとうございます。そしてしょうもない誤字をたくさん直して頂いてすみません。

　カバーを担当して下さった浅あさ島じまヨシユキさま、夜景をバックにした美しいイラストをありがとうございます！　学生時代を経て、大人になったふたりの関係性を示すかのようなしっとりした表情がすごく素敵です！

　そしてこのお話を手に取ってくださった読者のみなさまにもお礼申し上げます。最後までお読みくださり、まことにありがとうございました！

　またどこかでお会いしましょう。






小日向　江麻
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